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オプションボード
Oアナログビデオ入力ボード：
AJ-YA931G（525i）、
AJ-YA932G（625i）

Oデジタルビデオインターフェース（IEEE 1394）
ボード：
AJ-YAD955G

オプションボードは、必ず、上記の製品を使用して
ください。

AJ-YAD455P（AJ-D455用の IEEE 1394ボ
ード）は、使用できません。
故障の原因になりますので、絶対に本機では使用し
ないでください。
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概要
AJ-SD965は、1/4インチ幅の小型カセットテープ
を使用し、映像記録レート50Mbps の高画質の記
録・再生・編集ができ、DVCPRO（25Mbps）フォ
ーマットの記録・再生・編集も可能なマルチパーパス
のスタジオデジタルVTRです。
デジタル圧縮技術を採用した高画質VTRで、ダビン
グ時の画質・音声の劣化が大幅に少なくなっていま
す。

本機は、編集に必要なアセンブル・インサート機能な
ど、編集VTRとして必要なさまざまな機能を備えて
います。
3.5型のカラー液晶モニターを搭載していますので、
各種の設定や映像確認が簡単に行えます。

付属品
電源コード（3芯） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1
電源プラグアダプター  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .1

O本機に付属されている電源コードは、接地端子を
備えた3ピンのコンセントに接続してください。

O2ピンのコンセントを使用する場合は、付属の電
源プラグアダプターを取り付け、必ず、接地端子
にアース線を接続してください。
アース線を接続するときは、必ず、電源コードを
電源プラグアダプターに差し込む前に、行ってく
ださい。
また、アース線を外すときは、必ず、電源コード
を電源プラグアダプターから抜いた後に、行って
ください。

O本機に付属されている電源プラグアダプターを、
他の機器には、絶対に使用しないでください。

接地端子

電源プラグアダプター
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安全上のご注意 必ずお守りください

お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のよ
うに説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明してい
ます。

■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。
（下記は、絵表示の一例です。）

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定され
る」内容です。

警告
注意

このような絵表示は、気をつけていただきたい「注意喚起」内容です。

このような絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

このような絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

警告
不安定な場所に置かない!

落ちたり、倒れたりし
て、けがの原因になり
ます。

禁　止

電源コードや接続コード
に重いものを載せない!

本機の下敷きにならな
いよう注意してくださ
い。
コードが傷ついて、火
災や感電の原因になり
ます。

禁　止

コンセントや配線機器の
定格を越えて使用しない!

たこ足配線等で定格を
越えると、発熱による
火災の原因になります。

禁　止

付属品・オプションは、
指定の製品を使用する!

本体に誤って指定外の
製品を使用すると、火
災や事故を起こす原因
になります。

本機の上に水の入った容
器、小さな金属物を置か
ない!

本機内部にはいると、
故障や事故を起こす原
因になります。

禁　止

機器の開口部から異物を
差し込んだり、落とし込
んだりしない!

火災や感電の原因にな
ります。

禁　止
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安全上のご注意 必ずお守りください

警告
電源コード・電源プラグ
が破損するようなことは
しない!
傷つけたり、加工したり、
高温部に近づけたり、無
理に曲げたり、ねじった
り、引っ張ったり、重い
ものを載せたり、束ねた
りしない!

傷んだまま使用すると、
感電・ショート・火災
の原因になります。

Oコードやプラグの修理は、お
買い上げの販売店にご相談く
ださい。

禁　止

機器が濡れたり、水が入
らないようにする!

火災や感電の原因にな
ります。
雨天・降雪・海岸・水
辺での使用は、特にご
注意ください。

指定のカバー以外は外さ
ない!

O点検・整備・修理は、お買い
上げの販売店にご依頼くださ
い。

感電の原因になります。

分解禁止

表示された電源電圧以外
は使用しない!

火災や感電の原因にな
ります。

禁　止

電源プラグは、根元まで
確実に差し込む!

火災や感電の原因にな
ります。
傷んだプラグやゆるん
だコンセントのまま使
用しないでください。

本機を改造しない!
火災や感電の原因にな
ります。

分解禁止

水場で使用しない!
火災や感電の原因にな
ります。

水場
使用禁止

本機を落としたり破損した
場合や、内部に異物や水
などが入った場合は、電
源スイッチを切り、電源
（プラグ）を抜く!

Oお買い上げの販売店にご相談
ください。

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

電源プラグ
を抜く

煙が出ている、変なにお
いや音がするなどの異常
状態の場合は、電源スイ
ッチを切り、電源（プラ
グ）を抜く!

Oお買い上げの販売店に修理を
依頼してください。

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

電源プラグ
を抜く

Oお買い上げの販売店にご相談
ください。

電源コードが傷んだ場合
は、交換を依頼する!

そのまま使用すると、
火災や感電の原因にな
ります。

O電源プラグを抜き、乾いた布
で拭いてください。

電源プラグのほこりなど
は、定期的にとる!

プラグにほこりがたま
ると、湿気等で絶縁不
良となり、火災の原因
になります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

電源コードを熱器具に近
づけない!

コードの被覆が溶けて、
火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

禁　止

油煙や湯気、湿気やほこ
りの多い場所に置かない!

火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

禁　止

注意

プラグやコネクターを抜
くときは、コードを引っ
張らない!

O必ずプラグやコネクターを持
って抜いてください。

コードが傷つき、火災
や感電の原因になる恐
れがあります。

禁　止

カセットテープ挿入口に、
指をはさまれないように
注意する!

けがをする恐れがあり
ます。

指に注意

本機の上に重い物を置か
ない!

バランスがくずれて落
下し、けがをする恐れ
があります。

禁　止

本機の通風孔をふさがな
い!

O風通しの悪い所に押し込まな
いでください。

Oテーブルクロスを掛けたり、
じゅうたんや布団の上に置か
ないでください。

O本機を電源コンセントの近く
に設置し、電源プラグに容易
に手が届くようにしてくださ
い。

内部に熱がこもり、火
災の原因になる恐れが
あります。

禁　止

長期間使用しないときは、
電源プラグをコンセント
から抜く!

火災の原因になる恐れ
があります。

電源プラグ
を抜く

異常や故障が発生した際
に、すぐに電源プラグが
抜けるようにする。

放置すると火災や、感
電の原因になる恐れが
あります。

移動させる場合は、電源
スイッチを切り、プラグ
を抜き、外部の接続コー
ドを外す!

コードが傷つき、火災
や感電の原因になる恐
れがあります。

本機に乗らない!
倒れたり壊れたりして、
けがをする恐れがあり
ます。

禁　止

持ち上げるときや移動さ
せるときには、十分注意
する!

O10kg 以上の機器は、2人以
上で持ち上げるなどして、慎
重に取り扱ってください。

落としたりすると、け
がをする恐れがありま
す。

お手入れの際は、電源ス
イッチを切り、電源（プ
ラグ）を抜く!

火災や感電の原因にな
る恐れがあります。

電源プラグ
を抜く

1年に1度ぐらいは、販
売店に内部の掃除の相談
を!

本機の内部にほこりが
たまったまま、使用す
ると、火災や故障の原
因になる恐れがありま
す。
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特長
UMID情報の記録・再生
SMPTE 330M規格の UMID（Unique Material
Identifier）情報の記録・再生に対応しています。
UMID情報は、ダイアグメニューで確認することがで
きます。

タイムコード
本機は、TCG（タイムコードジェネレーター）/TCR
（タイムコードリーダ）を内蔵しています。
タイムコードは、内部タイムコードの他に、外部タイ
ムコード入力または入力信号のVITCを、タイムコー
ドとして本機に記録することが可能です。

液晶モニター付き多機能フロントパネル
映像確認用の液晶パネル、大型表示パネル、多彩な操
作ボタンなどを4Uサイズのフロントパネルに納め、
操作性の向上を実現しています。

ダイレクト・オーディオチャンネル・ミキシング
フロントパネルのボタン操作で、記録するオーディオ
信号（CH1～CH4）をダイレクトに切り替えること
ができます。

PF（Programmable Function）ボタン
セットアップメニューの中から頻繁に使用する4つの
項目を、4つのPFボタンに登録することができます。
登録された項目は、PFボタンでダイレクトに設定値
を変更することができます。

UMID情報の記録・再生に対応していないVTR
では、UMID情報を正しく再生することができ
ません。
また、UMID情報の記録・再生に対応していな
い VTR を本機に接続して記録を行っても、
UMID情報を正しく記録することができません。

小型・軽量
本機は4UサイズのデジタルVTRです。ラックマウ
ントアダプター（オプション、AJ-MA75P）を使用
すれば19インチラックにも手軽に取りつけることが
できます。

50Mbps時に最大126分の記録
使用するカセットテープ幅は1/4インチのコンパク
ト設計になっています。
Mカセット（AJ-5P33MP使用時）
50Mbps：最大33分
25Mbps：最大66分

Lカセット（AJ-5P92LP使用時）
50Mbps：最大92分
25Mbps：最大184分

XLカセット（AJ-5P126XG使用時）
50Mbps：最大126分
25Mbps：最大252分

高画質
既存 DVCPRO の 2 倍の記録レートを持った 4 ：
2：2コンポーネント信号記録により高画質を実現し
ています。

525i/625iスイッチャブル
映像入力信号（525i/625i）に合わせて切り替え
（セットアップメニューNo.070）を行うことにより、
それぞれの信号を記録・再生することができます。

SDIインターフェース
4：2：2シリアルデジタルインターフェースを標準
装備しています。

DVCPRO（25Mbps）フォーマットとの互換
既存のDVCPRO（25Mbps）フォーマットの記録・
再生・編集ができます。

民生機器との互換
民生機器のデジタルカメラ等で撮影した民生用DVカ
セットテープを再生することができます。
ミニDVカセットテープを使用する場合、カセットア
ダプター（AJ-CS455P）が必要になります。

デジタルスローモーション/ダイヤルジョグ
パナソニック独自のデジタルスロー技術により、
－0.43～＋0.43/＋0.5/＋0.75倍速でのスロー
再生でも、クリアな画像が再生できます。
（DVCPRO、DVCPRO50のみ）

ダイヤルシャトル
シャトル操作は、正・逆方向に最大32倍速までカラ
ー画像で再生が可能です。
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特長（つづき）

多機能なインターフェース
Oシリアルデジタル入出力
コンポーネントシリアルインターフェースを標準装
備しており、シリアルデジタルコンポーネント信号
のインターフェースが行えます。

Oアナログビデオ入出力
コンポジット・コンポーネント出力を標準装備して
います。
アナログビデオ入力ボード（オプション： AJ-
YA931G）を使用しますと、コンポーネント（Y、
PB、PR）とコンポジットの入力インターフェース
が行えます。

OAES/EBUオーディオ入出力
デジタルオーディオ入出力端子を装備しています。

O IEEE1394デジタル入出力
デジタルビデオインターフェースボード（オプショ
ン： A J - Y A D 9 5 5 G ）を使用しますと、
IEEE1394インターフェースでの入出力が行えま
す。

O9ピンRS-422A/RS-232Cリモート
標準的な9ピンシリアルリモート（RS-422A）の
他、RS-232Cおよび25ピンパラレルのリモート
端子を装備しています。
RS-422Aは、本機と別のVTRをループ接続すれ
ば並列運転ができます。

4チャンネルの高音質デジタルオーディオ
4チャンネルのPCMオーディオを持ち、4チャンネ
ルは独立して編集ができるほか、チャンネルミックス
が可能です。

メニュー方式のセットアップ
本機を操作する前に行うセットアップの各設定は、本
機のディスプレイまたはモニターテレビのセットアッ
プメニューを見ながら行います。

AJ-SD965を625iシステムで使用すると
きは、アナログビデオ入力ボードに AJ-
YA932Gを使用してください。
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フロントパネル

1POWERスイッチ

2フォーマット表示部
記録フォーマットや挿入されているテープのフォー
マットが表示されます。
DVCPRO50：
DVCPRO50（50Mbps）テープの記録および
再生モードを示します。

DVCPRO：
DVCPRO（25Mbps）テープの記録および再生
モードを示します。

DV：
DVテープの再生モードを示します。

3REMOTEボタン
9ピンのREMOTE、RS-232C、PARALLELの
各端子に接続した機器で本機をコントロールすると
き、このボタンを押してモードを切り替えます。
リモートモード（点灯）：
下記のセットアップメニューで設定した外部機器
で、本機を制御することができます。
No.201（9P SEL）
No.203（25P SEL）
No.204（RS232C SEL）

ローカルモード（消灯）：
本機の操作パネルで、本機を制御することができ
ます。
セットアップメニューNo.211（LOCAL 25P）
を「ON」に設定すると、PARALLEL端子に接
続した外部機器で本機を制御することができま
す。

4SUPERスイッチ
ON：
VIDEO OUT 3端子または、SDI OUT 3端子に
接続したモニターテレビにセットアップメニュー
等のスーパーを出力します。

OFF：
スーパーを出力しません。

5REC INHスイッチ
カセットテープへの記録の禁止/許可を選択します。
ON：
カセットテープへの記録を禁止します。
このとき、表示パネルのREC INHランプが点灯
します。

OFF：
カセットテープの誤消去防止機構が記録可能のと
きに、カセットテープへの記録が可能です。

6TCGスイッチ
INT：
本機内部のタイムコードジェネレーターが発生す
るタイムコードを使用します。

EXT：
タイムコード入力端子もしくは、映像信号の
VITCから入力する外部タイムコードを使用しま
す。選択はセットアップメニュー No.505
（EXT TC SEL）で設定します。

7MODEスイッチ
＜STOP時＞
TAPE：
テープから再生される信号を出力します。

EE：
INPUT SELECTボタンで選択された入力信号を
出力します。

＜記録/編集時＞
TAPE：
同時再生信号を出力します。
[セットアップメニューNo.310（CONFI EDIT）
の設定が必要です。]

EE：
INPUT SELECTボタンで選択された入力信号を
出力します。

8カセット挿入口

9EJECT ボタン
押すとテープがアンロードし、数秒後自動的にカセ
ットを排出します。
カウンター表示部がCTL表示のときは、表示がリ
セットされます。
EJECTボタン操作の許可／禁止をセットアップメ
ニューNo.115（EJECT SW INH）により選択で
きます。

各部の名称と機能
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フロントパネル

:PLAYボタン
押すと再生が始まります。
このボタンとRECボタンを同時に押すと記録が始
まります。
再生中にEDITボタンと同時に押すと手動編集が始
まります。ただし、サーボがロックしていないとき
は手動編集には入りません。手動編集中にPLAY
ボタンだけを押すと、編集はカットアウトされ、再
生モードになります。
PLAY ボタンを押しながら TRIM ＋（または
TRIM－）ボタンを押すと、TRIMボタンを押す毎
にセットアップメニューNo.108（CAP. LOCK）
で選択されているフレームモード単位で、再生速度
を加速または減速します。
<ノート>
加速している間や減速している間は、サーボランプ
が消灯します。このとき再生されるオーディオ信号
には、ノイズが発生します。

;RECボタン
このボタンとPLAYボタンを同時に押すと、記録
が始まります。
再生、サーチ、早送り、巻き戻し中にこのボタンを
押すと、押している間、E-Eモードの画像とオーデ
ィオ信号をモニターすることができます。
ストップモード中にこのボタンを押すと、E-Eモー
ドの画像と音声をモニターできます。STOPボタン
を押すと、元の画像・音声に戻ります。

<STOPボタン
押すとテープ走行が停止し、MODE スイッチが
「TAPE」のときには静止画をモニターすることが
できます。
ストップモード中でもドラムは回転し、テープはド
ラムに密着しています。
ストップモードが一定時間以上経過すると、テープ
保護のために自動的にスタンバイOFFモード、また
はSTEP FWDモードになります。（セットアップ
メニューNo.400～403で設定）本機にカセット
を入れた直後は、ストップモードになります。

各部の名称と機能（つづき）

=FFボタン
押すと、テープを早送りします。
速度は、セットアップメニュー No.102（FF.
REW MAX）で選択できます。

>REWボタン
押すと、テープを巻き戻します。
速度は、セットアップメニュー No.102（FF.
REW MAX）で選択できます。

?EDITボタン
手動編集をするとき、再生中にこのボタンとPLAY
ボタンを同時に押します。
再生、サーチ、早送り、巻き戻し中にこのボタンを
押すと、押している間、ASSEMボタンや INSERT
ボタンで選んだモードの入力信号を、E-Eモードで
モニターすることができます。
ストップモード中にこのボタンを押すと、ASSEM
ボタンや INSERTボタンで選んだモードの入力信
号を、E-Eモードでモニターすることができます。
STOPボタンを押すと、元の画像・音声に戻ります。

@STAND BYボタン
スタンバイONモードのときは、このボタンが点灯
し、通常のSTOP時と同じテープテンションがか
かり、ヘッドドラムが回転していることを示します。
スタンバイOFFモードのときは、ハーフロード・
モードになります。
ストップ・モード中にこのボタンを押すとスタンバ
イOFFモードになります。このとき、ボタンは消
灯します。
また、ストップ・モードが一定時間以上経過すると、
テープ保護のために自動的にスタンバイOFFモー
ドになります。
スタンバイOFFモードのときにこのボタンを押す
か、またはSTOPボタンを押すと、スタンバイON
モードになります。
また、STOPボタン以外のボタンを押すと、押した
ボタンのモードになります。スタンバイOFFモー
ドへの移行時間はセットアップメニューNo.400
（STILL TIMER）で設定できます。

TRIMボタン

MODEスイッチ
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フロントパネル

APLAYER/RECORDERボタン
本機とRS-422Aシリアルインターフェースのリモ
コン端子（9ピン）を装備したVTRを使って編集
するとき、本機をレコーダとして使う場合に操作し
ます。本機を単体で使用するときはどちらのボタン
も機能しません。
PLAYER：
押すとランプが点灯し、本機に接続したプレーヤ
ーをリモートコントロールするようになります。
本機の編集、テープ走行系のボタンはプレーヤに
対して働きます。

RECORDER：
押すとランプが点灯し、編集、テープ走行系のボ
タンはレコーダー（本機）に対して働くようにな
ります。

また、セットアップメニュー No.200（PARA
RUN）で「ENA」を選択した状態で、PLAYERボ
タンやRECORDERボタンを押すことにより、両
方のランプが点灯し、本機がパラレル ラン操作時
のマスター機となります。
[ただし、本設定時にはREMOTE端子（9ピン）
からの外部コントロールはできなくなります。]

Bサーチボタン
押すとサーチモードになります。サーチダイヤルを
シャトルモードにして任意の位置に回しておき、こ
のボタンを押すと、サーチダイヤルで設定した速度
の再生が始まります。

CSHTL/SLOWボタン
サーチダイヤルをSHTL用、もしくはSLOW用と
して用いるときの選択ボタンです。
このボタンを押す毎に、サーチダイヤルがSHTL
用とSLOW用交互に切り替わります。

各部の名称と機能（つづき）

Dサーチダイヤル
編集点を探すためのダイヤルです。
ダイヤルは、押すごとにSHTL/SLOWモードと
JOGモードが交互に切り替わり、JOG/SHTL/
SLOWランプのいずれかが点灯します。
POWER ON時は、一度ダイヤルがSTILLの位置
に戻らないと動作しません。
SHTL（シャトル）モード：
JOG/SHTL/SLOWランプのSHTLが点灯して
いるときにダイヤルを回し、任意の位置で止める
と、その回転角度位置に対応した速度で再生でき
ます。中央位置で静止画になります。

SLOW（スロー）モード：
JOG/SHTL/SLOWランプのSLOWが点灯し
ているときにダイヤルを左一杯に回すと、－4.1
倍速、中央位置で静止画、右一杯にまわすと
+4.1倍速になります。SLOWの速度はセットア
ップメニュー No.320（VAR FWD MAX）、
No.321（VAR REVMAX）で選択できます。

JOG（ジョグ）モード：
ダイヤルにクリック感がなくなり、ダイヤルの回
転速度に応じたテープスピード（－1～＋1倍
速）で再生します。
最大速度は、セットアップメニュー No.323
（JOG FWD MAX）と No.324（JOG REV
MAX）で選択できます。

EJOG/SHTL/SLOWランプ
サーチダイヤルのモードを表示します。
JOG：
JOG モード時に点灯します。

SHTL/SLOW：
SHTL/SLOWモード時に点灯します。

FCOUNTERボタン
このボタンを押す毎に、表示パネルのカウンター表
示がCTL 5 TC 5 UBと変化します。

GRESETボタン
CTLモードのときは、このボタンを押すとカウン
ター表示が［00:00:00:00］になります。また、
登録されている編集点も消去されます。
TC/UBモードのときは、 （SHIFT＋
PLAYER）を押しながらこのボタンを押すと、ジ
ェネレーターをリセットします。

TC PRESET

TC PRESET
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フロントパネル

HASSEMボタン
アセンブル編集をするときに押します。
このボタンは自照式で、一度押すとON（点灯）、
もう一度押すとOFF（消灯）になります。

I INSERTボタン
インサート編集をするときに、7つのボタンのうち
希望のボタンを押して編集する入力信号を選択しま
す。
このボタンは自照式で、一度押すとON（点灯）、
もう一度押すとOFF（消灯）になります。

J IN (A IN)/SET/OUT (A OUT) ボタン
IN (A IN)/OUT (A OUT) ボタンを押しながら
SETボタンを押すと、IN (A IN)/OUT (A OUT)
点を登録します。
A IN/A OUTは、オーディオスプリット編集を行
うときに、ビデオと異なるオーディオの IN/OUT
点を登録するために使用します。
IN (A IN)/OUT (A OUT) 点が登録されているとき
には、登録されている IN (A IN) ボタン、もしくは
OUT (A OUT) ボタンが点灯します。
登録した後にこれらのボタンを押すと、IN (A
IN)/OUT (A OUT) 点の値がカウンター表示部に表
示されます。IN (A IN)/OUT (A OUT) ボタンと
RESETボタンを同時に押すと、IN (A IN)/OUT
(A OUT) 点の登録が削除できます。

KTRIMボタン
IN (A IN)/OUT (A OUT) 点の微修正用のボタンで
す。
IN (A IN) ボタン、またはOUT (A OUT) ボタンを
押しながら、＋または－ボタンを押すと、登録した
編集点を1フレーム単位で修正できます。＋ボタン
を押すと1フレーム進み、－ボタンを押すと1フ
レーム戻ります。

各部の名称と機能（つづき）

LPREROLLボタン
送出や手動編集の頭出しに使います。
押すとテープがプリロール点まで走行して止まりま
す。
プリロール時間は、セットアップメニューNo.000
（P-ROLL TIME）で設定できます。
IN (A IN) またはOUT (A OUT) ボタンを押しなが
らこのボタンを押すと、その登録点にキューアップ
することができます。
IN点が登録されていないときに押すと、押した点
を IN点として自動登録します。[ただし、セットア
ップメニューNo.313（AUTO ENTRY）をENA
にした場合]

MPREVIEW/REVIEWボタン
PREVIEW：
編集点を登録した後にこのボタンを押すと、テー
プが走行し、編集は実行せずにプレビューができ
ます。
IN点が登録されていないときにこのボタンを押
すと、押した点を IN点として登録し、プレビュ
ーを実行します。

REVIEW：
1区間の編集実行後にこのボタンを押すと、今編
集した区間を再生し、レコーダー側のモニターで
見ることができます。

NAUTO EDITボタン
編集点を登録した後にこのボタンを押すと、自動編
集を実行します。
IN点が登録されていないときに押すと、押した点
を IN点として自動編集を実行します。

OMETER（FULL/FINE）切り替えボタン
オーディオレベルメータ－のスケール表示（目盛）
を切り替えるボタンです。
FULLモード：
標準目盛りになります。（－∞～0 dBの範囲）

FINEモード：
0.5 dB毎のスケールになります。
5の位置が基準レベルの－20dBとなり、Oを
1dBの目盛りとして表示されます。
（19ページ参照）
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フロントパネル

各部の名称と機能（つづき）

P3.5型カラー液晶モニター
出力映像や各種メニュー設定が確認できます。
ただし、タイムコード等は表示されません。
[液晶モニターのセービングファンクション]
フロントパネルでの操作を全くしない状態やカセ
ットテープが全く走行しない状態が約5分間続
くと、セービングファンクションが働き、液晶モ
ニターが無表示になります。
この機能を解除するには、フロントパネルのボタ
ン操作やダイヤル操作をするか、コントローラか
らテープの走行を指示してください。なお、セー
ビングファンクションを解除するために行った操
作は、そのまま実行されます。
Oセットアップメニュー No .900（LCD
PROTECT）を「OFF」に設定すると、セー
ビングファンクションは機能しません。

<ノート>
液晶モニターは非常に精密度の高い技術で作られて
いますが、画面の一部に画素欠けや常時点灯する画
素がでることがあります。これらの画素はテープに
は記録されません。これは故障ではありませんので、
あらかじめご了承ください。

Qヘッドホンジャック/音量調整つまみ
ヘッドホンジャックにステレオヘッドホンを接続す
ると、記録/再生/編集中の音声を、ヘッドホンでモ
ニターできます。
音量調整つまみで、ヘッドホン出力の音量とモニタ
ー出力の音量を調整することができます。
モニター出力の音量を、音量調整つまみに連動させ
るか連動させないかは、セットアップメニュー
No.713（MONI OUT）で選択することができま
す。（ヘッドホン出力の音量は、常に音量調整つま
みの位置に連動します。）
連動させないとき、モニター出力の音量は、音量調
整つまみの位置に関係なく固定されたレベルになり
ます。
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RQ P R INPUT SELECTボタン
ビデオとオーディオの入力信号を切り替えます。
また、入力信号は、セットアップメニューNo.600
（INT SG）で選択された、内部基準信号に切り替え
ることもできます。
VIDEO：
VIDEOボタンを押す毎に、入力ビデオ信号が、
Y PB PR 5 CMPST 5SDI 5 SDTI/1394
5 SG（SG/SG1/SG2）の順に切り替わり、
選択されます。
OSGのときの信号は、セットアップメニュー
No.600（INT SG）で選択された内部基準信
号に切り替わります。

AUDIO：
AUDIOボタンを押す毎に、入力オーディオ信号
が、ANALOG5 AES/EBU 5 USER SET 5
SDI 5 SDTI/1394 5 SGの順に切り替わり、
選択されます。
OUSER SETは、PCMオーディオ信号の
CH1/CH2/CH3/CH4に記録する入力信号
を個別に記録する機能で、セットアップメニ
ューと併用して使用します。
例）

<ノート>
O INPUT SELECTボタンで行う入力切り替え（ビ
デオとオーディオ）は、セットアップメニュー
No.112（V IN SEL INH）とNo.113（A IN
SEL INH）により禁止することができます。

OY PB PR、CMPST、SDTI/1394の項目は、
オプションボード（AJ - YA931G、AJ -
YAD955G）が挿入されていないと選択できま
せん。

設定
AUDIOボタン
USER SET

セットアップメニュー
No.715 (CH1 IN SEL)：ANA
No.716 (CH2 IN SEL)：DIGI
No.717 (CH3 IN SEL)：DIGI
No.718 (CH4 IN SEL)：ANA
No.719 (D IN SEL12)：AES
No.720 (D IN SEL34)：SIF

テープ上に記録されるPCMオーディオ信号
CH1 ：アナログ入力信号
CH2 ：AES/EBUデジタル信号
CH3 ：SDI入力のデジタル信号
CH4 ：アナログ入力信号
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フロントパネル

各部の名称と機能（つづき）

SAUDIO MIXスイッチ
CH1/CH2/CH3/CH4の各オーディオチャンネル
に記録する入力信号を、REC CH1/3OREC
CH2/4ボタンTとの組み合わせで切り替えます。
1&2：
REC CH1/CH3ボタンでCH1へのオーディオ
入力信号を切り替えます。
REC CH2/CH4ボタンでCH2へのオーディオ
入力信号を切り替えます。

3&4：
REC CH1/CH3ボタンでCH3へのオーディオ
入力信号を切り替えます。
REC CH2/CH4ボタンでCH4へのオーディオ
入力信号を切り替えます。

TREC CH1/3OREC CH2/4ボタンと
CH1/3OCH2/4ランプ
CH1/CH2/CH3/CH4の各オーディオチャンネル
に記録する入力信号を、AUDIO MIXスイッチS

との組み合わせで切り替えます。

AUDIO MIXスイッチを [1&2] に設定時
OREC CH1/3ボタンを押すごとにA5B5C と切
り替わります。

ランプ
記録チャンネル 入力チャンネル

CH1/3 CH2/4

∫ ∑A
7
B
7
C

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

T

S

CH1 CH1

∑ ∫ CH1 CH2

∫ ∫ CH1 CH1+CH2

OREC CH2/4ボタンを押すごとにA5B5C と切
り替わります。

ランプ
記録チャンネル 入力チャンネル

CH1/3 CH2/4

∑ ∫A
7
B
7
C

CH2 CH2

∫ ∫ CH2 CH1+CH2

∫ ∑ CH2 CH1

AUDIO MIXスイッチを [3&4] に設定時
OREC CH1/3ボタンを押すごとにA5B5C と切
り替わります。

ランプ
記録チャンネル 入力チャンネル

CH1/3 CH2/4

∫ ∑A
7
B
7
C

CH3 CH3

∑ ∫ CH3 CH4

∫ ∫ CH3 CH3+CH4

OREC CH2/4ボタンを押すごとにA5B5C と切
り替わります。

ランプ
記録チャンネル 入力チャンネル

CH1/3 CH2/4

∑ ∫A
7
B
7
C

CH4 CH4

∫ ∫ CH4 CH3+CH4

∫ ∑ CH4 CH3

CH1/3OCH2/4ランプの表示
∫：点灯、∑：消灯
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フロントパネル

UAUDIO MON SEL（L/R）ボタン
MONITOR L/R端子に出力するオーディオ信号を
切り替えます。
Lボタンを押す毎に、MONITOR L端子に出力する
信号をCH15CH25CH35CH45CUEと切り替
えます。
また、Rボタンを押す毎に、MONITOR R端子に
出力する信号を CH15CH25CH35CH4
5CUEと切り替えます。
現在、どの信号が選択されているかは、レベルメー
ター表示部のL/Rランプの点灯で示しています。
セットアップメニューNo.721（MONI CH SEL）
がAUTOのときは、モニター出力に合わせて表示
が切り替わります。また、モニター出力を自動的に
切り替えるチャンネルをセットアップメニュー
No.735（MON AUTO SEL）により選択できま
す。

VAUDIO MON SEL（MIX）ボタン
MONITOR L/R端子に出力するミックス信号を切
り替えます。
このボタンを押しながらAUDIO MON SEL（L）
ボタンを押す毎に、MONITOR L端子に出力する信
号をCH1＋CH25CH3＋CH45CH1＋CH3
5CH2＋CH45ミックス解除と切り替えます。
MONITOR R端子に出力するミックス信号は、
AUDIO MON SEL（R）ボタンで同様に切り替え
ます。

Wオーディオレベルコントロールつまみ
PCMオーディオ信号（CH1/CH2/CH3/CH4）
の記録レベルと再生レベルを調整するつまみです。
AUDIO VOL SEL（REC/PB）スイッチXで記録
レベルの調整と再生レベルの調整を切り替えます。

各部の名称と機能（つづき）

XAUDIO VOL SEL（REC/PB）スイッチ
オーディオレベルコントロールつまみWの機能を、
記録レベルの調整用と再生レベルの調整用に切り替
えます。
REC：記録レベルの調整
PB： 再生レベルの調整

YAUDIO VOL SEL（UNITY/VAR）スイッチ
UNITY：
オーディオレベルコントロールつまみWの位置
に関係なく、固定されたレベルでオーディオ信号
を記録・再生します。

VAR：
オーディオレベルコントロールつまみWで調整
されたレベルでオーディオ信号を記録・再生しま
す。

<ノート>
記録レベルと再生レベルの両方を可変モードにする
ことはできません。
REC LEVEL選択時は、再生レベルがUNITY（固
定レベル）になり、PB LEVEL選択時は、記録レ
ベルがUNITYになります。

ZSETボタン
このボタンを押すと、セットアップメニューで設定
したデータを確定します。
データ確定後は、セットアップメニューの設定から
抜けだし、もとに戻ります。
内部タイムコードを設定しているときは、設定した
データを確定します。

[DIAGボタン
このボタンを押すとVTRの情報を表示します。
再度ボタンを押すと、もとの表示に戻ります。
VTR の情報には、「WARNING」「HOURS
METER」「UMID」の情報があります。
これらの情報の表示切り替えは、サーチボタンを押
すことによって行います。
｢WARNING」画面では、ワーニングの内容を表示
します。
｢HOURS METER」画面では、デッキのシリアル
No.、通電時間、ドラムの回転時間、テープ走行時
間、ローディング回数・電源の入切回数等を表示し
ます。
｢UMID INFO」 画 面 で は 、 UMID（ Unique
Material Identifier）の情報を表示します。

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1

ENC
VIDEO
LEVEL

CONTROL
REMOTE PRESET

MANUALLOCAL

RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

CHROMA
LEVEL PRESET

MANUAL

SET UP
BLK PRESET

MANUAL

PRESET REGEN

PRESET

REC RUN

FREE RUNMANUAL

HUE TC DIAGCHROMA PH

V Z

YX W

U

[
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フロントパネル

\ENC CONTROLスイッチ
REMOTE：
9ピンのREMOTE、RS-232C、PARALLEL
の各端子に接続した機器でビデオ出力信号の各調
整を行うときは、この位置にします。

LOCAL：
本機の操作（]^_`）でビデオ出力信号の各調
整を行うときは、この位置にします。

]VIDEO LEVELつまみとスイッチ
ビデオ出力レベルの調整を行います。
ENC CONTROLスイッチ\を「LOCAL」の位置
にしてVIDEO LEVELスイッチを「MANUAL」の
位置にすると、VIDEO LEVELつまみで調整するこ
とができます。
最大可変量は、±3 dBです。
VIDEO LEVELスイッチを「PRESET」の位置に
すると、ビデオ出力レベルが0 dBに固定されます。

^CHROMA LEVELつまみとスイッチ
クロマレベルの調整を行います。
ENC CONTROLスイッチ\を「LOCAL」の位置
にしてCHROMA LEVELスイッチを「MANUAL」
の位置にすると、CHROMA LEVELつまみで調整
することができます。
最大可変量は、±3 dBです。
CHROMA LEVELスイッチを「PRESET」の位置
にすると、クロマレベルが0 dBに固定されます。

各部の名称と機能（つづき）

_SET UP（BLK）つまみとスイッチ
セットアップレベル（黒レベル）の調整を行います。
ENC CONTROLスイッチ\を「LOCAL」の位置
にしてSET UPスイッチを「MANUAL」の位置に
すると、SET UPつまみで調整することができます。
最大可変量は、±14 IRE（100 mV）です。
SET UPスイッチを「PRESET」の位置にすると、
セ ッ ト ア ッ プ レ ベ ル （ 黒 レ ベ ル ） が
0 IRE（0 mV）に固定されます。

`HUE（CHROMA PH）つまみとスイッチ
ヒュー（クロマ位相）の調整を行います。
ENC CONTROLスイッチ\を「LOCAL」の位置
にしてHUEスイッチを「MANUAL」の位置にす
ると、HUEつまみで調整することができます。
最大可変量は、±30°です。
HUEスイッチを「PRESET」の位置にすると、ヒ
ュー（クロマ位相）が0°に固定されます。

aTC（REGEN/PRESET）スイッチ
REGEN：
タイムコードリーダがテープから読んだタイムコ
ードに内蔵タイムコードジェネレーターが同期し
ます。
リジェネを行う信号は、セットアップメニュー
No.503（TCG REGEN）で選択します。

PRESET：
操作パネルまたは、リモートコントロールでプリ
セットが可能になります。

bTC（REC RUN/FREE RUN）スイッチ
内部タイムコードジェネレーターを歩進させる動作
モードを設定します。
REC RUN：
記録中のときに歩進させます。
TC（REGEN/PRESET）スイッチ a が
「REGEN」の位置のとき、常にタイムコードが
歩進します。

FREE RUN：
電源が投入されている間、動作モードに関係なく
歩進させます。

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1

ENC
VIDEO
LEVEL

CONTROL
REMOTE PRESET

MANUALLOCAL

RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

CHROMA
LEVEL PRESET

MANUAL

SET UP
BLK PRESET

MANUAL

PRESET REGEN

PRESET

REC RUN

FREE RUNMANUAL

HUE TC DIAGCHROMA PH

\ a
] ^ _ ` b
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フロントパネル

cSHIFTボタン
SHIFTボタンと下記のボタンを同時に押すことで、
他の操作を行うことができます。

タイムコード、または、ユーザーズビットの値を設
定します。
SHIFTボタンを押しながらPLAYERボタンを押し
てタイムコードやユーザーズビットの歩進を止め、
サーチダイヤルで値を変更します。
O詳しくは、「タイムコード/ユーザーズビットにつ
いて」（62ページ）を参照してください。

TC PRESET

各部の名称と機能（つづき）

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

c
CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

+
SHIFT PLAYER

TC PRESET

本機をメニューモードにします。
SHIFTボタンを押しながらRECORDERボタンを
押すと、液晶モニターにセットアップメニューの画
面が表示され、カウンター表示部にセットアップメ
ニューの項目No.が表示されます。（セットアップ
メニューの画面は、VIDEO OUT 3端子や SDI
OUT 3端子に接続したモニターテレビにも表示さ
れます。）
O詳しくは、「セットアップ（初期設定）」（36ペ
ージ）を参照してください。

MENU

+
SHIFT RECORDER

MENU

本機をPF（Programmable Function）モードに
します。
SHIFTボタンを押しながらSETボタンを押すと、
INSERTボタンのCH1/CH2/CH3/CH4の各ボ
タンが、それぞれ / / / として機
能します。

液晶モニターに ～ に登録されているセッ
トアップメニューの項目が表示されます。（セット
アップメニューの画面は、VIDEO OUT 3端子や
SDI OUT 3端子に接続したモニターテレビにも表
示されます。）
O詳しくは、「PF（Programmable Function）
機能」（35ページ）を参照してください。

PF4PF1

CH 1

PF 1

CH 2

PF 2

CH 3

PF 3

CH 4

PF 4

PF4PF3PF2PF1

PF

+
SET

PF

SHIFT
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表示パネル

1TVシステム表示部
選択されたTVシステムが表示されます。
セットアップメニューNo. 070（TV SYSTEM）
で525インターレースと625インターレースを
切り替えることができます。
：525インターレースのTVシステムが選択
されると点灯します。

：625インターレースのTVシステムが選択
されると点灯します。

2WIDEランプ
16：9のワイド画面情報をテープに記録するとき
に点灯します。
セットアップメニューNo. 645（WIDE SELECT）
で、ワイド画面情報の記録を選択することができま
す。
テープ再生時は、テープ上にワイド画面情報が記録
されているときに点灯します。

3REMOTEランプ
REMOTEボタン3（9ページ）を、リモートモー
ドにしたときに点灯します。

4 INPUT SELECT表示部
選択された入力信号に対応する文字部が点灯しま
す。アナログオーディオを除き、選択された入力信
号がない場合は、点滅してお知らせします。

Y PB PR ：アナログ・コンポーネント・ビデ
オ信号（オプション）

CMPST ：アナログ・コンポジット・ビデオ
信号（オプション）

SDI ：シリアル・デジタル・ビデオ信号
SDTI/1394 ： IEEE 1394圧縮デジタル信号

（オプション）
SG/SG 1/SG 2：内部基準信号

VIDEO

625

525

各部の名称と機能（つづき）

3 6 8
5

741 92

CTL

ANALOG
AUDIO

U
AES/EBU

USER SET
SDI

SDTI/1394
SG

INH

SCH

DVCPRO
50

DVCAM

SERVO

EDIT REC

TC
UB

=Y PB PR
VIDEO

CMPST

SDI
SDTI/1394

SG 1 2

REMOTEWIDE625525
dB

0

-4

-8

-12

-16

-20

-25

-30

-
L R

dB
0

-4

-8

-12

-16

-20

-25

-30

-
L R

dB
0

-4

-8

-12

-16

-20

-25

-30

-
L R

dB
0

-4

-8

-12

-16

-20

-25

-30

-
L R

dB
CUE

-8

-12

-16

-20

-25

-30

-
L R

ANALOG ：アナログ・オーディオ信号
AES/EBU ：デジタル・オーディオ信号
USER SET ：記録オーディオ信号の選択
SDI ：シリアル・デジタル・オーディオ

信号
SDTI/1394 ： IEEE 1394圧縮デジタル信号

（オプション）
SG ：内部基準信号

5 ランプ
EEモードのときは、入力信号にUMID情報が存在
しているときに点灯します。
テープ再生時は、テープ上にUMID情報が記録され
ているときに点灯します。

6SCHランプ
外部同期信号（REF VIDEO）のSCH位相が、一
定の範囲内にあるときに点灯します。
それ以外の場合は消灯します。

7 =ランプ
本機にカセットテープが挿入されているときに、こ
のランプが点灯します。
スタンバイOFFモードのときは、点滅します。

8SERVOランプ
ドラムサーボやキャプスタンサーボがロックすると
点灯します。

9チャンネルコンディションランプ
エラーレートの状態に応じて点灯します。
（緑5白5赤）
緑： ビデオ/オーディオの再生信号のエラーレート

が、共に良好なときに点灯します。
白： ビデオ/オーディオの再生信号のいずれかのエ

ラーレートが悪化したときに点灯します。
このランプが点灯しても、再生画と音声は正
常です。

赤： ビデオ/オーディオのいずれかの再生信号が悪
化し、修整/補間がかかったときに点灯します。

U

AUDIO
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L R
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:EDIT/EDIT REC/REC/REC INHランプ
EDIT：
編集モードが選択されているときに点灯します。
EDIT REC：
編集記録状態のときに点灯します。
REC：
記録状態のときに点灯します。
REC INH：
記録禁止状態（フロント下部のREC INHスイッチ
が「ON」か、カセットが誤消去防止状態）のとき
に点灯します。
このときには、記録および編集はできません。
カセットテープでの誤消去防止用ツメで記録禁止に
なっているときにREC INHランプを点灯または点
滅させるかをセットアップメニュー No.114
（REC INH LAMP）により選択できます。

;テープ走行表示
テープの走行状態を表示します。

：通常再生と記録
：1倍速より遅い速度の再生
：1倍速より速い速度の再生
：FF
：1倍速の逆再生
：1倍速より遅い速度の逆再生
：1倍速より速い速度の逆再生
：REW
：PAUSE/STILL

<フォーマット表示
記録フォーマットや挿入されているテープのフォー
マットが表示されます。

=カウンター表示
テープカウンターやタイムコード等を表示します。
表示している値の種類は、CTL/TC/UBで表示し
ます。

>レベルメーター
PCMオーディオ信号のCH1/CH2/CH3/CH4
と、CUEトラック信号の各レベルを表示します。
オーディオ信号は、記録時およびE-E選択時には入
力信号のレベルを表示し、再生時には出力信号の各
レベルを表示します。
オーディオレベル表示は、METER切り替えボタン
OでFULLモードとFINEモードに切り替わりま
す。（12ページ参照）

各部の名称と機能（つづき）

表示パネル
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リアパネル

1AC INコネクター
付属の電源コードを使って、電源コンセントに接続
します。

2DIGITAL AUDIO IN/OUT端子
AES/EBU規格に準拠した、デジタル・オーディオ
信号の入出力端子です。
<ノート>
入力するデジタル・オーディオ信号は、ビデオ入力
信号に同期している必要があります。同期していな
い場合、オーディオ出力信号にノイズが発生します。

3ANALOG COMPONENT VIDEO IN端子
（オプション）
アナログ・コンポーネント・ビデオ信号を入力しま
す。

4ANALOG COMPOSITE VIDEO IN端子と75Ω
終端スイッチ（オプション）
アナログ・コンポジット・ビデオ信号を入力しま
す。
2つの入力端子は、ループスルーでつながっていま
す。
本機で終端する場合には、スイッチを「ON」にし
ます。

5REF VIDEO IN端子と75Ω終端スイッチ
リファレンス・ビデオ信号の入力端子です。
カラーバースト付きの信号を入力してください。
本機で終端する場合には、スイッチを「ON」にし
ます。
<ノート>
リファレンス・ビデオ信号を入力しない場合、映像
や音声の出力信号が乱れることがありますので、リ
ファレンス・ビデオ信号を入力するシステムで使用
されることをお勧めします。

各部の名称と機能（つづき）

6リモートコントロール端子
本機を2台使って、あるいは本機と外部コントロー
ラとを接続して、外部から本機を操作することがで
きます。
リモートコントロール端子は、IN/OUT用とOUT
用との2つがあります。
IN/OUT：
外部コントローラと接続
デッキ対デッキ操作時に接続

OUT：
パラレル ランの操作時に接続
ループスルーとして使用

<ノート>
本機をレコーダーとしてデッキ対デッキ操作を行う
ときに、OUT端子に接続する場合は、セットアッ
プメニューNo.212（MASTER PORT）により選
択ができます。

7ENCODER REMOTE端子
ビデオ出力信号の各設定を外部から調整するとき
に、外部のエンコーダーリモートコントローラーを
接続します。

8ANALOG AUDIO IN端子
アナログオーディオの入力端子です。

9TIME CODE IN端子
外部タイムコードを、テープ上に記録するための端
子です。

:TIME CODE OUT端子
再生時は再生タイムコードを出力します。
記録時は、内蔵タイムコード・ジェネレーターの発
生するタイムコードを出力します。

;SERIAL DIGITAL COMPONENT AUDIO
VIDEO IN/OUT端子
SMPTE259M-C規格に準拠した、デジタル・コ
ンポーネント・オーディオ/ビデオ信号の入出力端
子です。
SDI OUT 3の端子は、スーパーを重畳したビデオ
信号の出力ができます。スーパーのON/OFFは、
フロントパネルのSUPERスイッチ4で選択しま
す。
<ノート>
入力するデジタル・オーディオ信号は、ビデオ入力
信号に同期している必要があります。同期していな
い場合、オーディオ出力信号にノイズが発生します。

PUSH PUSH

PUSH PUSH
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ENCODER REMOTE

RS-232C

PARALLEL

REMOTE OUT
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2
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3
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THROUGH
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1
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2
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PUSH

PUSHPUSHPUSH
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1 92 8 ;64 5 7 :3
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リアパネル

<ファン
本機の冷却用のファンです。
ファンがなんらかの異常で停止したときには、カウ
ンター表示部に“E-10”が表示されます。

=SIGNAL GND 端子
ノイズ軽減のため、接続機器の信号アース端子と接
続します。安全アースではありません。

>ANALOG COMPONENT VIDEO OUT端子
アナログ・コンポーネント・ビデオ信号を出力しま
す。

?ANALOG COMPOSITE VIDEO OUT端子
アナログ・コンポジット・ビデオ信号を出力しま
す。
VIDEO OUT 2の端子からは、WFM（Waveform
Monitor）信号の出力ができます。
WFM信号は、セットアップメニュー No. 00
（WFM SEL）で選択します。
VIDEO OUT 3の端子からは、スーパーを重畳し
たビデオ信号の出力ができます。
スーパーの ON/OFF は、フロントパネルの
SUPERスイッチ4で選択します。

@RS-232C端子
パーソナルコンピューター等を接続して、本機を操
作することができます。

各部の名称と機能（つづき）

APARALLEL REMOTE端子
本機を外部から操作するときに使用します。

BANALOG AUDIO OUT端子
アナログ・オーディオ信号を出力します。

CMONITOR OUT端子
再生時には、PCMオーディオ信号（CH1/CH2/
CH3/CH4）、もしくは、CUEトラックからの再生
信号を出力します。
<ノート>
記録を開始した瞬間のCUE信号には、ノイズが発
生する場合があります。

Dオプション端子
デジタルビデオインターフェースボード（オプショ
ン： A J - Y A D 9 5 5 G ）を使用しますと、
IEEE1394インターフェースでの入出力が行えま
す。

PUSH PUSH

PUSH PUSH
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2台での接続例（デッキ対デッキ）

プレーヤー側：
フロントパネルのREMOTEボタン3をリモートモード（点灯）にします。

レコーダ側：
フロントパネルのREMOTEボタン3をローカルモード（消灯）にします。

接　続

PUSH PUSH

PUSH PUSH

PUSH
AC IN

SIGNAL
GND

AES/EBU

SDI

ANALOG
CH1/2

IN

Y

VIDEO

VIDEO
OUT
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PUSH
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PUSH PUSH

PUSH PUSH
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PUSH

PUSHPUSHPUSH

PUSHPUSHPUSH

リファレンス信号発生器

プレーヤー側 レコーダー側

オーディオ
モニター機器へ

ビデオ
モニター機器へ

ビデオ
モニター機器へ

アナログビデオ信号(コンポーネント)
［アナログビデオ入力ボード(オプション)搭載時］

デジタルオーディオ信号

デジタルビデオ/オーディオ信号

リモート信号（9P）

オーディオ
モニター機器へ

ONOFF

<ノート>
リファレンス・ビデオ信号を入力しない場合、映像や音声の出
力信号が乱れることがありますので、リファレンス・ビデオ信
号を入力するシステムで使用されることをお勧めします。
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編集コントローラとの接続例

接　続（つづき）

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

AVモニター

AVモニター

AVモニター

ソース機 ソース機

AVモニター

レコーダー

ビデオモニター信号

ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー
信
号

オーディオ
モニター信号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

ビ
デ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

ビ
デ
オ

モ
ニ
タ
ー
信
号

リ
モ
ー
ト

リ
モ
ー
ト

リモート

ビ
デ
オ
入
力
信
号

ビ
デ
オ
出
力
信
号

ビ
デ
オ
出
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
入
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
出
力
信
号

オ
ー
デ
ィ
オ
出
力
信
号

リ
フ
ァ
レ
ン
ス
信
号

リファレンス信号

編集コントローラー
AVスイッチャー

リファレンス
信号発生器

REMOTE IN/OUTへ

REMOTE IN/OUTへ
REMOTE
IN/OUTへ

<ノート>
O CMX社製の編集コントローラーにつきましては、編集コント
ローラー側の対応が必要です。

Oリモート信号（9P）の接続を他の機器に接続し直す場合は、
編集コントローラーの設定等を再確認してください。

Oリファレンス・ビデオ信号を入力しない場合、映像や音声の出
力信号が乱れることがありますので、リファレンス・ビデオ信
号を入力するシステムで使用されることをお勧めします。
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ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

Lカセットサイズ

XLカセットサイズ

民生DV/DVCAMカセット
（標準DV/DVCAMカセット、ミニDV/DVCAMカ
セット）
OミニDV/DVCAMカセットテープを使用する場合
は、カセットアダプター（AJ-CS455P）をご使
用ください。
カ セ ッ ト ア ダ プ タ ー を 使 用 せ ず に ミ ニ
DV/DVCAMカセットテープを挿入すると、故障
の原因となりますのでご注意ください。
ただし、長時間用ミニDVカセットテープ（標準モ
ード80分/LPモード120分）は、使用すること
ができませんのでご注意ください。

OLPモードで記録されたテープの再生はできません。
O民生DV/DVCAMカセットテープに記録された素
材を編集するときには、DVCPROのテープか、他
の放送用VTRに記録してご使用ください。

OミニDV/DVCAMカセットテープの最大送り速度
は32倍速です。

O民生DV/DVCAMカセットテープのスローモーシ
ョン再生は画像が乱れる場合があります。

Oテープ保護の観点から、民生DV/DVCAMカセッ
トテープでの同じ箇所でのキューアップは、できる
だけひかえて頂きますようにお願いします。

O民生DV/DVCAMカセットテープ使用時、STILL
TIMERの最大時間は10秒に設定されています。

なお、民生用DVテープはパナソニックの民生用DV
テープのご使用をお勧めいたします。

Mカセット
50Mbps時最大33分、25Mbps時最大66分の記
録・再生テープ
（AJ-5P23MP、AJ-5P33MP）

Lカセット
50Mbps時最大92分、25Mbps時最大184分の
記録・再生テープ
（AJ-5P63LP、AJ-5P92LP）
OAJ-5P92LP カセットテープにて DVCPRO
(25M) で記録されたテープは、DVCPRO (25M)
184分対応VTRにてご使用ください。

XLカセット
50Mbps時最大126分、25Mbps時最大252分
の記録・再生テープ
（AJ-5P126XG）

Mカセットサイズ

テープについて

挿入口のセンターにカセットをあわせ、軽く押してく
ださい。
カセットテープは自動的にローディングされます。
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ジョグモード

ジョグ/シャトル

1 サーチダイヤルを押して、ダイヤルを押し込みま
す。
JOGランプが点灯していることを確認します。

シャトルモード

1 サーチダイヤルを押して、押し込まれたダイヤル
をもとに戻します。
SHTLランプが点灯し、シャトルモードになりま
す。
O電源を入れた直後は、サーチダイヤルを回して、
センターの位置にしてください。

3 ジョグモードから他のモードに移行するときは、
移行するモードのボタンを押します。

2 サーチダイヤルを回します。
ダイヤルにクリック感がなくなり、ダイヤルの回
転速度に応じたテープスピード（－1～＋1倍速）
で再生します。
セットアップメニュー No.323（JOG FWD
MAX）、No.324（JOG REV MAX）の設定によ
り最大速度を切り替えることができます。
ただし、－0.43～＋0.43倍速以外はノイズが出
ます。
ダイヤルの回転を止めると、静止画になります。

3 サーチダイヤルを回します。
OJOG/SHTL/SLOWランプの「SHTL」が点灯
しているとき、ダイヤルの位置に応じて、再生
画のスピードが0～±32倍速まで変化します。
セットアップメニューNo.101（SHTL MAX）
で±8.4、±16、±32倍速に切り替え可能で
す。
ダイヤルはセンター位置でクリックし、静止画
になります。

OJOG/SHTL/SLOWランプの「SLOW」が点灯
しているとき、ダイヤルの位置に応じて、再生
画のスピードが－4.1～＋4.1倍速まで変化し
ます。
セットアップメニュー No.320（VAR FWD
MAX）、No.321（VAR REV MAX）の設定に
より最大速度を切り替えることができます。た
だし、－0.43～＋0.43/＋0.5/＋0.75倍速
以外はノイズが出ます。
ダイヤルはセンター位置でクリックし、静止画
になります。

4 シャトルモードから他のモードに移行するときは、
STOPボタンまたは、他のボタンを押します。

2 SHTL/SLOWボタンを押して「SHTL」または、
「SLOW」に切り替えます。

<ノート>
工場出荷時には、サーチダイヤルを回すと、シャトル
モードまたは、ジョグモードに移行するダイレクトサ
ーチモードに設定されています。
セットアップメニューNo.100（SEARCH ENA）の
設定を「KEY」にすることで、サーチボタンを押さな
いとサーチモードに移行しないように設定することが
できます。

<ノート>
Oオーディオモニター出力からは、－10～＋10倍
速の範囲でオーディオの再生音を聞くことができま
す。[セットアップメニューNo.721（MONI CH
SEL）でPCMを選択することが必要です。]

Oサーチモードでのオーディオの再生音にはノイズが
含まれます。
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手動編集

1 編集モードを選択します。
ASSEMBLE：
アセンブル（つなぎとり）編集を行います。

INSERT：
インサート（挿入）編集を行います。

2 編集チャンネルを選択します。
インサート編集の場合は、編集を希望するチャン
ネルボタンを押してランプを点灯させます。

3 PLAYボタンを押します。

4 モニターテレビを見ながら、編集を希望する位置
（IN点）を探し、IN点で、PLAYとEDITボタンを
同時に押します。

5 モニターテレビを見ながら、編集を終了する位置
（OUT点）でSTOPまたはPLAYボタンを押しま
す。STOPモードまたはPLAYモードになり編集
が終了します。

プリロール

1 PREROLLボタンを押します。
VTRはプリロール動作を行います。
O編集 IN点が登録されている場合は、セットアッ
プメニューNo.000（P-ROLL TIME）で設定
された時間だけ編集 IN点から巻戻されて止まり
ます。

O編集 IN点が登録されていない場合は、ボタンを
押した位置からセットアップメニューNo.000
（P-ROLL TIME）で設定された時間だけ巻戻さ
れて止まります。

<ノート>
O編集 IN点とプリロール点の間にはタイムコードま
たはCTLが連続して記録されてることが必要です。

OセットアップメニューNo.313（AUTO ENTRY）
により、IN点が登録されていないときに IN点を登
録してプリロールするか、登録しないでプリロール
するかを選択できます。
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自動編集（デッキ対デッキ）

1 POWERスイッチを「ON」にします。

2 INPUT SELECTボタンで、ビデオとオーディオ
の入力信号を選びます。

3 タイムカウンター表示を「TC」、「CTL」または
「UB」に切り替えます。

4 AUDIO VOL SEL（REC/PB）スイッチを「REC」
の位置にします。

オーディオレベルコントロールつまみ

オーディオレベルコントロールつまみ

2 AUDIO VOL SEL（REC/PB）スイッチを「PB」
の位置にします。

5 記録レベルをつまみで調整する場合は、AUDIO
VOL SEL（UNITY/VAR）スイッチを「VAR」
の位置にします。
記録レベルを固定にする場合は、「UNITY」の位置
にします。

6 REMOTEボタンをローカルモード（消灯）にしま
す。

スイッチの設定と調整

AJ-SD965をレコーダーとして使用する場合

1 POWERスイッチを「ON」にします。

3 再生レベルをつまみで調整する場合は、AUDIO
VOL SEL（UNITY/VAR）スイッチを「VAR」
の位置にします。
再生レベルを固定にする場合は、「UNITY」の位置
にします。

4 REMOTEボタンをリモートモード（点灯）にしま
す。

AJ-SD965をプレーヤーとして使用する場合
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自動編集（デッキ対デッキ）（つづき）

1 編集モードを選択します。
アセンブル編集の場合は、ASSEMボタンを押し
ます。
インサート編集の場合は、INSERTボタンを押し
ます。
ASSEM：
アセンブル（つなぎとり）編集モードになりま
す。

INSERT：
インサート（挿入）編集モードになります。

2 編集チャンネルを選択します。
アセンブル編集の場合は、ASSEMランプが点灯
します。
インサート編集の場合は、編集するチャンネルの
ボタンを押して点灯させます。

3 操作するVTRの選択
（VTR2台での編集時の設定）
PLAYERまたはRECORDERボタンを押して、
操作を行うVTRを選択します。
PLAYER：
プレーヤー側のVTRを操作して、編集点を登
録する場合に押します。

RECORDER：
レコーダー側のVTR（本機）を操作して、編
集点を登録する場合に押します。

編集モードの選択

1 ジョグ・シャトル操作で編集 IN点を探します。
希望の位置で静止画にします。
ジョグ・シャトル操作の詳しい説明は、25ページ
を参照してください。

2 INボタンを押しながらSETボタンを押します。
編集 IN点が登録されます。
編集 IN点の値が表示パネルに表示されます。

4 OUTボタンを押しながらSETボタンを押します。
編集OUT点が登録されます。
編集OUT点の値が表示パネルに表示されます。

3 ジョグ・シャトル操作で編集OUT点を探します。
希望の位置で静止画にします。

編集点の登録

マッチフレーム処理機能について
VTR2台での編集操作の場合、編集点はプレーヤー
側に IN/OUT点、レコーダー側に IN/OUT点の合
計4つの編集点があります。しかし、最後の一つは、
自動的に計算されますので、編集点の登録はその内
の3つだけ可能です。
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自動編集（デッキ対デッキ）（つづき）

1 IN（またはOUT）ボタンを押して、編集点を確認
します。登録されている編集点の値が表示パネル
に表示されます。

2 I N （または O U T）ボタンを押しながら、
PREROLLボタンを押し、編集点の画像を確認し
ます。
編集 IN（またはOUT）点にテープがキューアップ
されて、静止画になります。
OセットアップメニューNo.315（AFTER CUE-
UP）が「STOP」に設定されていて、MODE
スイッチが「EE」のときはE-Eモードになりま
す。

3 INとOUTボタンを同時に押したままにし、編集区
間（デュレーションタイム）を確認します。
デュレーションタイムが表示パネルに表示されま
す。

デュレーションの計算のしかた
O編集点が2点とも設定されている場合

2点間のデュレーション
O編集点が1点だけ設定されている場合

設定されているデータとテープの現在アドレ
ス間のデュレーション

O編集点が設定されていない場合
前回編集した区間のデュレーション

4 編集点登録後に、PREVIEWボタンを押します。
通常のプレビューが実行されます。
<ノート>
O編集 I N 点 が登録されていない場合は、
PREVIEWボタンが押された位置を編集 IN点と
して登録します。

Oプレビューを中止する場合は、STOPボタンを
押します。

Oプレビュー実行中に IN点以降で再度PREVIEW
ボタンを押すと、最初からプレビューが開始さ
れます。

O編集OUT点になると、自動的に止まります。

編集点の確認とプレビュー
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自動編集（デッキ対デッキ）（つづき）

1 編集点の再登録
ジョグ・シャトル操作で新しい編集点を探し、IN
（またはOUT）ボタンとSETボタンを同時に押し
て再登録します。

2 フレーム単位での編集点の訂正（トリム機能）
IN（またはOUT）ボタンを押しながらTRIMボタ
ンを押します。
＋ボタンを一回押す毎に、1フレーム進みます。
－ボタンを一回押す毎に、1フレーム戻ります。

3 編集点のリセット
O編集INとOUT点両方のリセット
RESETボタンを押します。
（CTLモード時のみに有効です。）

O編集 INまたはOUT点のどちらか片方のリセッ
ト
IN（またはOUT）ボタンを押しながらRESET
ボタンを押します。

<ノート>
O編集実行中でも編集OUT点のリセットは可能で
す。

OEJECTモード時は、INおよびOUT点は自動的
にリセットされます。

編集点の訂正
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2 編集終了後に、REVIEWボタンを押します。
レコーダー側でレビューが開始されます。
O途中でレビューをやめる場合は、STOPボタン
を押します。

O編集OUT点になると、ポストロール後、止まり
ます。

1 AUTO EDITボタンを押します。
自動編集が実行されます。
O編集を中止する場合は、STOPボタンを押しま
す。

O編集OUT点になると、ポストロール後、止まり
ます。

ポストロールについて
アセンブル編集の場合、編集OUT点通過後約2秒
間編集を続け、OUT点に戻って止まります。
インサート編集の場合、編集OUT点通過後PLAY
モードになり、OUT点に戻って止まります。
ポストロール時間は、セットアップメニュー
No.325（POSTROLL TM）で設定できます。

リトライ機能
STOPボタンを押して編集を中止しても、そのま
ま再度AUTO EDITボタンを押すと、最初から編
集を行います。

オートタグ編集（レコーダー側）
編集終了後、次の編集点登録をまだ行っていない
場合、AUTO EDITボタンを押すと、前回の編集
OUT点を IN点として登録し、編集を行います。
オートタグモードを解除する場合は、走行系ボタ
ン（PLAYボタンなど）を押します。

編集実行中のOUT点登録
自動編集の実行中（IN点通過後）にOUTボタンを
押しながらSETボタンを押すと、押した位置が
OUT点として登録され編集を終了します。
AUTO EDITボタンを押しても、同様にOUT点が
登録され、編集を終了します。

<ノート>
編集実行後、登録点は自動的にクリアされますが、
TRIM＋（またはTRIM－）ボタンとSETボタン
を同時に押すと、前回の編集点をリコールするこ
とができます。

自動編集の実行とレビュー

自動編集（デッキ対デッキ）（つづき）
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$オーディオスプリット編集点の表示
編集点は、表示パネルに表示されます。
ビデオIN点：
INボタンを押します。

ビデオOUT点：
OUTボタンを押します。

オーディオIN点：
A-INボタンを押します。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押します。

<ノート>
オーディオ編集点の登録後、編集モードをアセンブ
ル編集に切り替えると、オーディオ編集点は削除さ
れます。

$編集点へのキューアップ
ビデオIN点へのキューアップ：
INボタンを押しながらPREROLLボタンを押し
ます。

ビデオOUT点へのキューアップ：
OUTボタンを押しながらPREROLLボタンを押
します。

オーディオIN点へのキューアップ：
A-INボタンを押しながらPREROLLボタンを押
します。

オーディオOUT点へのキューアップ：
A-OUTボタンを押しながらPREROLLボタンを
押します。

ビデオの編集点とオーディオの編集点を独立に登録
し、編集点をずらせて編集することができます。
オーディオ編集点の登録はアセンブル編集モードが選
択されているときはできません。
編集点を登録した後は、インサート編集と同じ操作を
行います。

$編集点の登録
ビデオIN点：
INボタンを押しながらSETボタンを押します。

ビデオOUT点：
OUTボタンを押しながらSETボタンを押しま
す。

オーディオIN点：
A-IN ボタンを押しながらSETボタンを押しま
す。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながらSETボタンを押しま
す。

$編集点の削除
ビデオIN点：
IN ボタンを押しながらRESETボタンを押しま
す。

ビデオOUT点：
OUTボタンを押しながらRESETボタンを押し
ます。

オーディオIN点：
A-INボタンを押しながらRESETボタンを押し
ます。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながらRESETボタンを押
します。

$編集点の訂正
ビデオIN点：
IN ボタンを押しながら TRIM+ ボタンまたは、
TRIM－ボタンを押します。

ビデオOUT点：
OUT ボタンを押しながら TR IM+ または、
TRIM－ボタンを押します。

オーディオIN点：
A-INボタンを押しながらTRIM+ボタンまたは、
TRIM－ボタンを押します。

オーディオOUT点：
A-OUTボタンを押しながらTRIM+ボタンまた
は、TRIM－ボタンを押します。

オーディオスプリット編集

A-INボタン A-OUTボタン
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オーディオスプリット編集（つづき）

$デュレーションの表示
デュレーションは表示パネルのみに表示することが
できます。
ビデオIN点/OUT点間：
INボタンとOUTボタンを同時に押します。

オーディオIN点/OUT点間：
A-INボタンとA-OUTボタンを同時に押します。

マッチフレーム処理機構について
VTR2台でオーディオスプリット編集操作を行う場
合、ビデオの編集点としてプレーヤー側に IN/OUT
点、レコーダー側に IN/OUT点と、オーディオの
編集点としてプレーヤー側にオーディオ IN/OUT
点、レコーダー側にオーディオ IN/OUT点の合計8
つの編集点があります。
8点のうち5点の編集点を登録すると、残りの3点
は自動的に計算されますので、編集点の登録は5点
まで可能となります。

$スプリット編集機能のないVTRをプレー
ヤーにするとき
ビデオとオーディオの編集点を、独立して設定する
ことができないVTRをプレーヤーとして使用する
とき、オーディオの IN点とOUT点をレコーダー側
に設定し、ビデオの編集点として3点のデータを設
定すると、スプリット編集が可能となります。

<ノート>
オーディオスプリット編集時、オーディオOUT点
（またはビデオ OUT 点）を登録せずに、ビデオ
OUT点（またはオーディオOUT点）のみ登録し、
自動編集を実行すると、オーディオOUT点（また
はビデオOUT点）が登録されるか、STOPボタン
を押して操作を中断するまで、編集を続けます。
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4

4

4 PLAYERボタンを押し、プレーヤー側のVTRを
選択した後、SETボタンを押しながらサーチダイ
ヤルで初速を設定します｡

5 SETボタンとPREVIEW/REVIEWボタンを同時
に押すと、プレーヤー側/レコーダー側共に、自動
的にプリロールし、プレーヤー側のVTRは、IN点
まで設定された初速で再生します｡

6 IN点通過後、サーチダイヤルを回してプレーヤー
側VTRの再生速度を記憶します｡

7 レコーダー側で設定されたOUT点を通過すると、
再生速度の記憶は終了します｡

8 AUTO EDITボタンを押すとバリアブルメモリー
編集を実行します｡
一度編集が実行されると、記憶していた速度は消
されます。ただし、初速度はクリアされません。

9 PREVIEW/REVIEWボタンを押すと編集結果が確
認できます｡

<ノート>
Oメモリーされた内容は、バリアブルメモリーモード
が解除されると消えます。
また、POWERスイッチを「OFF」にしても、メ
モリーされた内容が消えます。

Oバリアブルメモリー編集における IN点までの再生
時には、調相を行いません。従ってプレーヤー側の
VTRや設定した速度によって、IN点の精度は保証
されません。

Oバリアブルメモリー編集を行う場合は、プレーヤー
側のVTRが保証している変速再生速度の範囲で設
定してください。

本機をコントローラ（デッキ対デッキで編集するとき
のレコーダー側）として使用し、プレーヤー側VTR
の再生速度をコントロールして、変速モードでの編集
を行うことができます｡

$バリアブルメモリーモードの選択
デッキ対デッキで編集（RECORDER または
PLAYERランプが点灯）を行うときに、SETボタ
ンを押しながらサーチダイヤルを回して初速（－
1.0～＋2.0）を設定すると、バリアブルメモリー
モードになります。

$バリアブルメモリーモードの解除
SETボタンを押しながらRESETボタンを押すと、
バリアブルメモリーモードが解除されます。
デッキ対デッキでの編集を終了した場合も、バリア
ブルメモリーモードが解除されます。

バリアブルメモリー編集操作手順

バリアブルメモリー編集を行うには、以下の操作を実
施します。

バリアブルメモリー編集

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

1

3 2

1 ASSEMボタンまたは、希望の INSERTボタンを
押して、編集モードを選択します｡

2 RECORDERボタンまたは、PLAYERボタンを押
して、操作するVTRを選択します｡

3 SETボタンと IN/OUTボタンを使って、IN点と
OUT点を登録します｡
プレーヤー側のOUT点は登録できません。
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PF（Programmable Function）機能

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。
液晶モニターにセットアップメニューの画面が表
示され、カウンター表示部にセットアップメニュ
ーの項目No.が表示されます。
Oセットアップメニューの画面は、VIDEO OUT
3端子やSDI OUT 3端子に接続したモニター
テレビにも表示されます。

MENU

4 サーチダイヤルを回して、登録する項目にカーソ
ル（2）を移動します。

5 STOPボタンを押します。
表示画面が2の状態に戻りますが、指定したPFボ
タンの位置には、登録した項目が表示されます。

7 登録が終了すると、SETボタンを押します。
登録した内容が記憶され、通常の画面に戻ります。

3 SETボタンを押して通常の画面に戻ります。
Oメニュー項目が表示されたまま何も操作が行わ
れなかった場合、約5秒後には自動的に通常の
画面に戻ります。

6 PFボタンに項目を登録する場合は、2～5を繰り
返します。

セットアップメニューの中から頻繁に使用する4つの
項目を、4つのPFボタンに登録することができます。

PFボタンへの登録

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

2•47

13•5 MENU

PF1 PF2 PF3 PF4

PFボタンでの操作

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

2

1•3 PF

PF1 PF2 PF3 PF4

2 サーチダイヤルを回して、メニュー画面のカーソ
ル（2）を指定するPFボタンの項目（No.A04～
No.A07）に移動します。

No.A04の項目では、 に登録するメニュー項
目を設定します。
同様に、No.A05は 、No.A06は 、
No.A07は に登録するメニュー項目を設定
します。

PF4

PF3PF2

PF1

SETUP-MENU   MENU
<USER1>     NO.A04-
901 BL BRIGHT    OFF
A00 LOAD         USER2
A01 SAVE         USER2
A02 P.ON LOAD    OFF

2A04 PF1 ASSIGN   –––
A05 PF2 ASSIGN   –––
A06 PF3 ASSIGN   –––
A07 PF4 ASSIGN   –––
END

3 STOPボタンを押すと、指定したPFボタンに登
録することができるメニュー項目が表示されます。

SETUP-MENU   MENU
<USER1>     NO.A04-
A04 PF1 ASSIGN   –––

2––– NO ASSIGN
001 LOCAL ENA
002 TAPE TIMER
003 REMAIN SEL
008 DISPLAY SEL
009 CHARA H-POS
010 CHARA V-POS

1 （SHIFT＋SET）を押します。
各PFボタンに登録したメニュー項目が、液晶モニ
ターに表示されます。

PF

PF1 SYS FORMAT    50M
PF2 INT SG       CB75
PF3 –––––––––– ––––––
PF4 –––––––––– ––––––

2 設定値を変更する項目に対応する PF ボタン
（ ～ ）を押します。
PFボタンを押す毎に、設定値が順に更新されます。

PF4PF1
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セットアップ（初期設定）

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。
液晶モニターにセットアップメニューの画面が表
示され、カウンター表示部にセットアップメニュ
ーの項目No.が表示されます。
FFボタンを押す（約1.5秒間）毎に、項目No.と
項目名が交互に切り替わって表示されます。
（以前にセットアップを行っている場合は、最後に
変更を行った画面が表示されます。）
Oセットアップメニューの画面は、VIDEO OUT
3端子やSDI OUT 3端子に接続したモニター
テレビにも表示されます。

MENU

3 変更する位置で、サーチボタンを押しながら、サ
ーチダイヤルを回します。
メニュー画面およびディスプレイの設定値が点滅
します。
ダイヤルを右に回すと設定No.が増加し、左に回す
と減少します。
このとき、設定値を工場出荷時に戻すときは、サ
ーチボタンを押しながら、RESETボタンを押しま
す。

4 設定が終了すると、サーチボタンを離します。
項目No.が点滅します。
OサーチダイヤルがSHTLモードのときは、中央
位置にしないと項目が移動します。

5 他に変更する項目がある場合、2～4を繰り返しま
す。

6 SETボタンを押します。
変更した内容は記憶されます。
設定した内容を変更前に戻す場合は、RECORDERボ
タンを押します。
Oセットアップの内容を工場出荷（初期設定）に
戻すときは、メニューが表示されているときに
RESETボタンを押します。以下のメッセージが
出ます。

PLAYボタンを押すと工場出荷時の設定になり
ます。

2 サーチダイヤルを回して、設定する項目を選びま
す。
メニュー画面のカーソル（2）が移動し、ディスプ
レイの項目No.が点滅します。
O右に回すと項目No.が001 5 002 5 003 5
004 5のように増加し、左に回すと減少します。

OPLAY ボタンを押しながら FF ボタンまたは、
REWボタンを押すと、次項目または、前の項目
に切り替わります。

Oサーチダイヤルは、できるだけJOGモードで使
用してください。

本機の主な設定は、メニュー方式で選択しながら行い
ます。

設定の変更

<ノート>
ORESETボタンを押して工場出荷設定に戻すとき
は、現在使用されているユーザーファイルのみに
限られます。他のユーザーファイルには影響を与
えません。

OSYSTEMメニューの内容は、RECORDERボタ
ンを押してメニュー画面を閉じても、変更内容が
記録されます。

SETUP-MENU INIT SET
YES<PLAY>/NO<STOP>

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

4

26

3

1MENU

FFボタン
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セットアップメニュー

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。MENU

2 SHIFT ボタンを押しながら FFボタンを押すと、
次のユーザーファイルに切り替わります。
SHIFTボタンを押しながらREWボタンを押すと、
前のユーザーファイルに戻ります。

3 ステップ 2の操作で使用するユーザーファイルを
決定すると、SETボタンを押します。
ユーザーファイルを変更して記憶します。

本機は5つのユーザーファイルを持つことができ、そ
れぞれ異なったメニュー設定の中から、いずれか1つ
を選択して使用することができます。

ファイルの変更

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。MENU

2 SHIFTボタンを押しながらREWボタンまたはFF
ボタンを押し、ロックモードを設定または解除す
るファイルを選択します。

3 サーチダイヤルを回して、メニュー画面中のカー
ソル（2）をシステムファイルでは No .30
（MENU LOCK）へ移動し、ユーザーファイルで
はNo.A03（MENU LOCK）へ移動します。

4 サーチボタンを押しながらサーチダイヤルを回し、
ロックモードの設定および解除を選択します。
ロック設定：
設定値を0001（ON）に設定します。

ロック解除：
設定値を0000（OFF）に設定します。

ロック設定されている場合、メニュー画面上に
「LOCKED」を点滅表示します。また、カウンタ
表示部が点滅表示から点灯表示になります。

5 SETボタンを押します。設定内容が記憶されます。

システムファイルおよびユーザーファイル（USER2
～USER5）の設定内容を保護するために、ロックモ
ードの設定ができます。ロックモードを設定すると、
設定内容の変更ができなくなります。
ロックモードの設定および解除は、システムファイル
ではセットアップメニューNo.30（MENULOCK）、
ユーザーファイルではセットアップメニューNo.A03
（MENU LOCK）で設定できます。

ロックモードの設定および解除

SYSTEM

FF REW

USER 1

FF REW

USER 2

FF REW

USER 3

FF REW

USER 4

FF REW

USER 5

FFREW

ユーザーファイル
各ユーザーファイルには下
の項目があります。
OBASIC
OOPERATION
O INTERFACE
OEDIT
OTAPE PROTECT
OTIME CODE
OVIDEO
OAUDIO
OV BLANK
OMENU

<ノート>
SYSTEMメニューの項目は、ユーザーファイルの1
～5の中には含まれないのでユーザーファイルの切り
替えを行い、SYSTEM ファイルに切り替えた後、
SYSTEMメニューの項目を設定してください。

<ノート>
OUSER1はロックモードの設定ができません。
Oロックモードに設定されているファイルは、
RESETボタンを押しても工場出荷値へのリセット
操作ができません。

SETUP-MENU   LOCKED
<USER2>     NO.000-0005
2000 P-ROLL TIME     5s
001 LOCAL ENA    ST&EJ
002 TAPE TIMER    ±12h
003 REMAIN SEL     OFF
004 SETUP NUMBER   OFF
005 METER SELECT   CUE
006 SYNCHRONIZE     ON
007 SUPER           ON
008 DISPLAY SEL  T&STA
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セットアップメニュー（つづき）

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。MENU

2 SHIFTボタンを押しながらREWボタンまたはFF
ボタンを押し、USER1を選択します。

4 サーチボタンを押しながらサーチダイヤルを回し、
USER1へロードするユーザーファイルを選択し
ます。

6 PLAYボタンを押します。
4の操作で選択されたユーザーファイルの設定値が
ロードされてUSER1のメニュー表示となります。
STOP ボタンを押すと、設定値は変更されず
USER1のメニュー表示となります。

7 サーチダイヤルを回し、メニュー画面中のカーソ
ル（2）をNo.A00（LOAD）、No.A01（SAVE）
以外へ移動します。

8 SETボタンを押します。USER1の設定内容が記
憶されます。
USER1の設定内容を記憶しない場合は、SETボ
タンを押さずにMENUボタンを押します。

5 SETボタンを押します。
メニュー画面上およびカウンター表示部に以下の
メッセージが表示されます。

3 サーチダイヤルを回して、メニュー画面中のカー
ソル（2）をNo.A00（LOAD）へ移動します。

USER2～USER5の内容をUSER1へ複写（ロード）
することができます。また、USER1 の内容を
USER2～USER5へ複写（セーブ）することができ
ます。

ユーザーファイルのロード

SETUP-MENU   MENU
<USER1>     NO.A00-0000
804 BLANK LINE   BLANK

2A00 LOAD         USER2
A01 SAVE         USER2
A02 P.ON LOAD    OFF
END

SETUP-MENU   LOAD

USER2 n USER1 OK?
YES<PLAY>/NO<STOP>

USER 1 USER 2

USER 3

USER 4

USER 5

ロード/セーブ
ロック可能

ロード/セーブ
ロック可能

ロード/セーブ
ロック可能

ロード/セーブ
ロック可能

メニュー画面

カウンター表示部

の部分は、4の操作で選択されたユーザーファ
イルNo.が表示されます。
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セットアップメニュー（つづき）

1 （SHIFT＋RECORDER）を押します。MENU

2 SHIFTボタンを押しながらREWボタンまたはFF
ボタンを押し、USER1を選択します。

4 サーチボタンを押しながらサーチダイヤル回し、
USER1の内容をセーブするユーザーファイルを
選択します。このとき、ロックモードに設定され
ているユーザーファイルは表示されません。すべ
てのユーザーファイルがロックモードに設定され
ている場合は、“LOCKED”表示となりセーブ操
作ができません。

3 サーチダイヤルを回して、メニュー画面中のカー
ソル（2）をNo.A01（SAVE）へ移動します。

ユーザーファイルのセーブ

電源投入時のユーザーファイルの自動
呼出し

セットアップメニューNo.A02（P.ON LOAD）でロ
ードするユーザーファイルを予め選択しておくと、電
源を投入したとき、自動的にそのファイルをUSER1
へロードすることができます。

SETUP-MENU   MENU
<USER1>     NO.A00-0000
804 BLANK LINE   BLANK
A00 LOAD         USER2

2A01 SAVE         USER2
A02 P.ON LOAD    OFF
END

5 SETボタンを押します。
メニュー画面上およびカウンター表示部に以下の
メッセージが表示されます。

SETUP-MENU   SAVE

USER1 n USER2 OK?
YES<PLAY>/NO<STOP>

メニュー画面

カウンター表示部

の部分は、4の操作で選択されたユーザーファ
イルNo.が表示されます。

6 PLAYボタンを押します。
USER1の内容が 4の操作で選択されたユーザー
ファイルへセーブされて記憶されます。STOPボ
タンを押すと、設定値は変更されずUSER1のメ
ニュー表示となります。

7 サーチダイヤルを回し、メニュー画面中のカーソ
ル（2）をNo.A00（LOAD）、No.A01（SAVE）
以外へ移動します。

8 SETボタンを押します。USER1の設定内容が記
憶されます。
USER1の設定内容を記憶しない場合は、SETボ
タンを押さずにMENUボタンを押します。
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セットアップメニュー（つづき）

SYSTEMメニュー

No./項目 設定内容

　　　　 は、工場出荷モードです。

00

WFM SEL

VIDEO OUT 2出力端子から各種信号を出力す
ることができます。

0000 CTL：CTL信号を出力します。
0001 TC：TIME CODE信号を出力しま

す。
0002 VIDEO：VIDEO OUT信号を出力しま

す。
0003 RF_L：PB L RF信号を出力します。
0004 RF_R：PB R RF信号を出力します。
0005 ENV_L：PB L ENV信号を出力します。
0006 ENV_R：PB R ENV信号を出力します。
<ノート>
OセットアップメニューNo.40（MENU LOCK）
の設定に影響されず、常に設定を変更するこ
とができます。

O通常再生時における各出力信号は、75Ω終端
にてほぼ下記のレベルになります。
CTL：0.1～0.3Vp-p TC：0.6Vp-p
VIDEO：1.0Vp-p

11

SYS SC
COAR.

システム位相の粗調整：90°単位

0000 0
0001 90
0002 180
0003 270

12

SYS SC FINE

システム位相の微調整：可変範囲±45°以上
－：進む、＋：遅れる

0000 －128
: :

0128 0
: :

0255 127

13

SYS H

システム位相調整：74 nsステップ
－：進む、＋：遅れる

0000 －128
: :

0108 0
: :

0216 127

No./項目 設定内容

14

SCH
COARSE

SCH位相調整：90°単位
（SC位相が変化し、H位相は変化しません。）
－：進む、＋：遅れる

0000 0
0001 90
0002 180
0003 270

15

SCH FINE

SCH位相調整：
トータル可変範囲±45°以上
（SC位相が変化し、H位相は変化しません。）
－：進む、＋：遅れる

0000 －32
: :

0032 0
: :

0064 32

16

AV PHASE

映像出力に対しての、音声出力の位相を調整し
ます。：20.8μsステップ
－：映像出力に対して、音声出力の位相が進み
ます。

＋：映像出力に対して、音声出力の位相が遅れ
ます。

0000 －128
: :

0128 0
: :

0255 127

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。

<ノート>
工場出荷時設定操作を行って
も、設定値は変化しません。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

SYSTEMメニュー

No./項目 設定内容

18

SYS H
OFFSET

システム位相調整

0000 －3：－13.4μsec
0001 －2：－8.96μsec
0002 －1：－4.52μsec
0003 0：0 sec
0004 1：＋4.52μsec
0005 2：＋8.96μsec
0006 3：＋13.4μsec
<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

19

SYS SC/H

システム位相調整を本機で行うか、外部のエン
コーダーリモートから行うかを設定します。

0000 REMOTE：
外部のエンコーダーリモートコントローラか
らシステム位相調整を行います。

0001 LOCAL：
本機でシステム位相調整を行います。

<ノート>
ENC CONTROLスイッチが「LOCAL」の位置
の場合は、本設定は関係しません。

No./項目 設定内容

30

BRIGHT

フロントパネル上の液晶モニターの明るさを調
整します。

0000 －7
: :

0007 0
: :

0014 7
<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

31

CONTRAST

フロントパネル上の液晶モニターのコントラス
トを調整します。

0000 －7
: :

0007 0
: :

0014 7
<ノート>
工場出荷時設定操作を行っても、設定値は変化
しません。

40

MENU LOCK

システムファイルのロックモードの設定／解除
を選択します。

0000 OFF：ロック解除（変更可能）
0001 ON：ロック設定（変更禁止）
<ノート>
セットアップメニューNo.00（WFM SEL）は、
本メニューの設定に関係なく常に変更可能です。

ビデオ出力信号の各調整について
ビデオ出力信号の各調整については、ENC CONTROLスイッチとSYSTEM メニューNo.19（SYS SC/H）設定によ
り行います。（アナログ・コンポーネント信号、アナログ・コンポジット信号、SDI信号の出力に対して有効です。）
各調整の制御マトリクスを下表に示します。

設　定

ENC CONTROLスイ
ッチ

LOCAL

REMOTE

LOCAL

LOCAL

本機

本機

本機

外部エンコーダーリモート
外部エンコーダーリモート

REMOTE

REMOTE

SYSTEM メニュー
19: SYS SC/H

SYSTEM メニュー
11: SYS SC COAR.
12: SYS SC FINE
13: SYS H

フロントパネル下部
VIDEO LEVEL
CHROMA LEVEL
SET UP/BLC
HUE/CHROMA PH

調　整　項　目
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜BASIC＞

No./項目 設定内容

000

P-ROLL TIME

プリロール時間を設定します。
0秒～15秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s
: :

0005 5s
: :

0015 15s

001

LOCAL ENA

REMOTEボタンがリモートモード（点灯）のと
き、フロントパネルで操作可能なボタンを選択
します。

0000 DIS：すべて不可
0001 ST&EJ：
STOP、EJECTボタンのみ可能

0002 ENA：
RECORDER、PLAYERボタン以外すべて可
能

002

TAPE TIMER

CTLカウンタ表示の12/24時間表示を選択しま
す。

0000 ±12h：12時間表示
0001 24h：24時間表示

006

SYNCHRONIZE

2台のデッキ間で調相するかしないかを設定しま
す。

0000 OFF：
調相をかけません。編集点が数フレームずれ
ますが編集に素早く入れます。

0001 ON：
調相をかけます。誤差のない編集をすること
ができます。

003

REMAIN SEL

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子のスーパー表
示に、テープ残量時間およびテープ総量を表示
するかどうかを選択します。

0000 OFF：表示しません。
0001 2L：
2行目にテープ残量時間を表示します。

0002 1L：
1行目にテープ残量時間を表示します。

0003 R/TTL：
1行目にテープ残量時間を表示し、2行目にテ
ープ総量を表示します。

<ノート>
O2Lを選択したとき、セットアップメニュー
No.008（DISPLAY SEL）がTIMEに設定さ
れている場合、表示しません。

OR/TTLを選択したとき、セットアップメニュ
ーNo.008（DISPLAY SEL）がTIMEに設定
されている場合、テープ総量は表示しません。

008

DISPLAY
SEL

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子のタイムコー
ド等のスーパー表示の表示内容を選択します。

0000 TIME：データだけを表示します。
（データとは、COUNTERボタンで選択され
ているCTL/TC/UBの値を示します。）

0001 T&STA：
データと動作状態を表示します。

0002 T&S&M：
データと動作状態およびモードを表示します。

0003 T&RT：
データと記録時間を表示します。

0004 T&YMD：
データと記録日時（年月日）を表示します。

0005 T&MDY：
データと記録日時（月日年）を表示します。

0006 T&DMY：
データと記録日時（日月年）を表示します。

0007 T&UB：
データとユーザーズビットを表示します。
ただし、COUNTERボタンでUBを選択してい
るときは、ユーザーズビットの次にタイムコ
ードが表示されます。

0008 T&CTL：
データとCTLデータを表示します。
ただし、COUNTERボタンでCTLを選択して
いるときは、CTLデータの次にタイムコード
が表示されます。

0009 T&T：
データとタイムコードを表示します。

0010 VITC：
VAUX領域に記録されたタイムコードとユー
ザーズビットを表示します。

<ノート>
Oモード表示：
DVCPRO 50（50 Mbps）=DVCPRO_50、
DVCPRO（25 Mbps）=DVCPRO、
DV=DV、DVCAM=DVCAM

OT&S&M設定時に、ワーニングまたはエラー
が発生した場合は、エラーメッセージを表示
します。

O記録時間や記録日時は、DVテープやDVCAM
テープを再生したときに表示します。
DVCPRO 50（ 50 Mbps） や DVCPRO
（25 Mbps）では、動作状態を表示します。

009

CHARA 
H-POS

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子から出力され
る、タイムコード等のスーパー表示の水平方向
文字位置を設定します。

0000 0
: :

0004 4
: :

0016 16

No./項目 設定内容

<ノート>
自動編集 [PREVIEW、AUTO
EDIT] 時は、プリロール時間が
0秒に設定されていると動作し
ません。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜BASIC＞

No./項目 設定内容

015

MONI
CONTROL

デッキ対デッキ編集時、モニタがレコーダー側
だけに接続されている場合、レコーダー側の
PLAYERボタンを押すことにより、強制的にレ
コーダーをEEモードにし、プレーヤーの再生信
号をモニタに出力するかどうかを設定します。

0000 MANU：
強制的にEEモードにはならない。

0001 AUTO：
強制的にEEモードになり、プレーヤーの再生
信号が出力されます。

070

TV SYSTEM

テレビジョンシステムを設定します。

0000 525：
525インターレース／59.94Hzの方式を選択
します。

0001 625：
625インターレース／50Hzの方式を選択し
ます。

<ノート>
設定を変更した場合、再度電源を投入したとき
に有効になります。

017

CHARA SIZE

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子から出力され
るスーパーで表示される文字の大きさを選択し
ます。

0000 NORMAL：標準の大きさ
0001 LARGE：標準の大きさの4倍
<ノート>
LARGEを選択した場合、No.008（DISPLAY
SEL）の設定に関わらず、時間データのみが表
示されます。

010

CHARA 
V-POS

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子から出力され
る、タイムコード等のスーパー表示の垂直方向
文字位置を設定します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 0 0000 0

: : : :
0018 18 0023 23

: : : :
0022 22 0028 28
<ノート>
DISPLAY SELの状態により画面から文字がは
み出す場合、設定値は変化しますが、文字は自
動的にはみ出ない位置に表示します。

011

CHARA
TYPE

VIDEO OUT 3/SDI OUT 3端子から出力され
る、スーパーおよびSETUP-MENU等の表示タ
イプを選択します。

0000 WHITE：白文字で、背景は黒
0001 W/OUT：白文字で、黒のふちどり

012

SYS
FORMAT

本機の記録・再生フォーマットを設定します。

0000 50M：
DVCPRO50（50Mbps）を選択します。

0001 25M：
DVCPRO（25Mbps）を選択します。

<ノート>
EJECT時は、本メニューに従います。

013

PB FORMAT

テープ再生時のフォーマットを設定します。

0000 MANUAL：
DVCPROのカセットテープが挿入されている
ときは、セットアップメニューNo.012
（SYS FORMAT）の設定にしたがいます。
DVおよびDVCAMのカセットテープが挿入さ
れているときは、テープに記録されているフ
ォーマットに設定にしたがいます。

0001 AUTO：
テープに記録されているフォーマットにした
がいます。

<ノート>
O編集モード選択時は、内部動作は強制的に
「MANUAL」になります。

OAUTOに設定したときは、テープローディン
グ後フォーマットの判別が完了するまでの間、
画像音声が乱れることがあります。

No./項目 設定内容
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜OPERATION＞

No./項目 設定内容

100

SEARCH
ENA

ダイレクトサーチダイヤル操作を選択します。

0000 DIAL：
ダイレクトサーチダイヤルの操作になります。

0001 KEY：
サーチボタンを押さないとサーチモードに移
行しません。

101

SHTL MAX

シャトル動作の最大速度を設定します。

0000 ×8.4：×8.4倍速
0001 ×16：×16倍速
0002 ×32：×32倍速

102

FF. REW
MAX

FF、REW動作の最大速度を設定します。

0000 ×16：×16（32）倍速
0001 ×32：×32（60）倍速
0002 ×50：×50（100）倍速
<ノート>
O( ) 表示は、DVCPRO（25Mbps）/DV/
DVCAMモード時の速度です。

OミニDV/ミニDVCAMカセットテープ使用時
は、本設定に関係なく×32倍速になります。

104

REF ALARM

REF. VIDEOが接続されていないときに警告表
示するかどうかを選択します。

0000 OFF：表示しません。
0001 ON：STOPランプを点滅させること

で警告表示します。
<ノート>
リファレンス・ビデオ信号を入力しない場合、
映像や音声の出力信号が乱れることがあります
ので、リファレンス・ビデオ信号を入力するシ
ステムで使用されることをお勧めします。

105

AUTO EE
SEL

MODEスイッチの位置がEEのとき、EE状態に
なるVTRのモードを選択します。

0000 S/F/R：
STOP、FF、REW、EJECTのときに、EE状
態になります。

0001 STOP：
STOPとEJECTのときに、EE状態になります。

0002 BLACK：
STOPとEJECTのときに、EE状態になります。
ただし、MODEスイッチの位置がTAPEのと
きは、EJECT時に映像がBLACK状態になり、
音声がミュート状態になります。

0003 BLACK1：
STOP、FF、REW、EJECTのときに、EE状
態になります。
ただし、MODEスイッチの位置がTAPEのと
きは、EJECT時に映像がブラック状態になり、
音声がミュート状態になります。

0004 GRAY：
STOPとEJECTのときに、EE状態になります。
ただし、MODEスイッチの位置がTAPEのと
きは、EJECT時に映像がグレー状態になり、
音声がミュート状態になります。

0005 GRAY1：
STOP、FF、REW、EJECTのときに、EE状
態になります。
ただし、MODEスイッチの位置がTAPEのと
きは、EJECT時に映像がグレー状態になり、
音声がミュート状態になります。

106

EE MODE
SEL

EEモード時の出力信号を選択します。

0000 NORMAL：
内部で信号処理した時間分、遅延した信号を
出力します。

0001 THRU：
内部で信号処理を加えず、遅延なしでそのま
ま信号を出力します。

<ノート>
編集モード選択時に、INPUT SELECTボタンで
入力信号に1394やSGを選択している場合、内
部動作は強制的に「NORMAL」になります。

108

CAP. LOCK

キャプスタンロックモードを選択します。

[525iシステム]
0000 2F：2Fモード
0001 4F：4Fモード

[625iシステム]
0000 2F：2Fモード
0001 4F：4Fモード
0002 8F：8Fモード

107

PLAY DELAY

PLAYの立ち上がり時間をフレーム単位で設定し
ます。

0000 0
: :

0015 15

No./項目 設定内容
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜OPERATION＞

No./項目 設定内容

111

FRZ MODE
SEL

スタンバイOFF（ハーフローディング）モード
およびEJECTモードでの出力画像を選択しま
す。

0000 DIS：
映像出力をミュートします。

0001 STB OFF：
スタンバイOFF（ハーフローディング）モー
ド時のみ、その時点での再生画をフリーズし
て出力します。

0002 SOF&EJ：
スタンバイOFF（ハーフローディング）モー
ドおよびEJECTモード時、その時点での再生
画をフリーズして出力します。

<ノート>
Oフリーズ時の状態は、セットアップメニュー
No.605（FREEZE SEL）の設定に従います。

OEJECTモードは、セットアップメニュー
No.105（ AUTO EE SEL） が BLACK、
BLACK1、GRAY、GRAY1の設定時のみに
フリーズ画を出力します。

112

V IN SEL INH

INPUT SELECTボタンでのビデオ入力切り替
えモードを選択します。

0000 OFF：
INPUT SELECTボタンでのビデオ入力切り替
えが、可能になります。

0001 ON：
INPUT SELECTボタンでのビデオ入力切り替
えが、禁止されます。

0002 REC：
本機が記録（編集は除く）に移行した後は、
INPUTSELECTボタンでのビデオ入力切り替
えが、禁止されます。

113

A IN SEL INH

INPUT SELECTボタンでのオーディオ入力切
り替えモードを選択します。

0000 OFF：
INPUT SELECTボタンでのオーディオ入力切
り替えが、可能になります。

0001 ON：
INPUT SELECTボタンでのオーディオ入力切
り替えが、禁止されます。

0002 REC：
本機が記録（編集は除く）に移行した後は、
INPUTSELECTボタンでのオーディオ入力切
り替えが、禁止されます。

<ノート>
ONまたはRECを選択し、INPUT SELECTボタ
ンでのオーディオ入力切り替えが禁止されてい
る場合であっても、セットアップメニュー
No.715（CH1 INSEL）、No.716（CH2 IN
SEL）、No.717（CH3 IN SEL）、No.718
（CH4 IN SEL）、No.719（D IN SEL12）、
No.720（D IN SEL34）を設定することがで
きます。

110

MEMORY
STOP

CTLモードのFFおよびREW動作において、カウ
ンター値が0の位置で自動的に停止するかどうか
を選択します。

0000 OFF：VTRは停止しません。
0001 ON：VTRは自動的に停止します。
<ノート>
O停止モードでは、セットアップメニュー
No.315（AFTERCUE-UP）の設定により停
止、静止画（SHTL STILLまたはSLOW
STILL）モードになります。

OAUTO REW機能とMEMORY STOP機能が
同時に選択されている場合、AUTO REW機能
が優先となります。

No./項目 設定内容

1

2

3

4

MEMORY STOP機能説明

0±2フレーム以内にいるとき
は、MEMORY STOP機能が動
作しません。

FF
ボタン

0点

FF
ボタン

REW
ボタン

REW
ボタン

! FFボタンを押した場合は、動作する方向に0点がないため、通常
のFF動作になります。

@ REWボタンを押した場合は、PREROLLランプ（SHTLランプ
も点灯）が点灯し、VTRはPREROLL動作を行い、カウンタ値
が0の位置で自動的に停止します。

# REWボタンを押した場合は、動作する方向に0点がないため、
通常のREW動作になります。

$ FFボタンを押した場合は、PREROLLランプ（SHTLランプも
点灯）が点灯し、VTRはPREROLL動作を行い、カウンタ値が0
の位置で自動的に停止します。

109

AUTO REW

テープ終端を検出した場合、自動的にテープ始
端まで巻き戻すかどうかを選択します。

0000 OFF：テープ終端で停止します。
0001 ON：テープ始端まで巻き戻します。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜OPERATION＞

No./項目 設定内容

114

REC INH
LAMP

カセットが誤消去防止状態になっているときに、
REC INHランプを点滅または点灯させるかを選
択します。

0000 LIGHT：ランプが点灯します。
0001 FLASH：ランプが点滅します。
<ノート>
REC INHスイッチがONに設定されている場合
は、本設定に関係なくREC INHランプは常時点
灯します。

115

EJECT SW
INH

フロントパネルのEJECTボタン操作の許可／禁
止を選択します。

0000 REC：記録モード中は禁止されます。
0001 OFF：すべてのモードにおいて、操作

が可能になります。

116

EJECT LAMP

カセットアウト状態でEJECTランプを点灯させ
たままとするか、消灯させるかを選択します。

0000 MODE1：
EJECTランプは点灯したままとなります。

0001 MODE2：
EJECTランプは消灯します。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜INTERFACE＞

No./項目 設定内容

200

PARA RUN

2台以上のVTRを同期運転させるかを選択しま
す。

0000 DIS：同期運転させません。
0001 ENA：同期運転させます。
<ノート>
同期運転させる場合は、すべてのVTRを「ENA」
に設定します。

202

ID SEL

コントローラーに返信するID情報を設定します。

0000 OTHER
0001 DVCPRO
0001 ORIG
<ノート>
OOTHERには、DVCPRO以外のVTRのID情報
を設定しています。

OORIGはパナソニック製のコントローラー
（AG-A850など、別売品）との接続時のみ設
定してください。

203

25P SEL

REMOTEボタンがリモートモード（点灯）のと
き、PARALLEL（25P）端子が機能するかど
うかを選択します。

0000 OFF：機能しません。
0001 ON：機能します。

205

BAUD RATE

RS-232Cの通信速度（ボーレート）を設定しま
す。

0000 300
0001 600
0002 1200
0003 2400
0004 4800
0005 9600

204

RS232C SEL

REMOTEボタンがリモートモード（点灯）のと
き、RS-232C端子が機能するかどうかを選択し
ます。

0000 OFF：機能しません。
0001 ON：機能します。

206

DATA
LENGTH

RS-232Cのデータ長を設定します。
（単位：BIT）

0000 7
0001 8

207

STOP BIT

RS-232Cのストップビット長を設定します。
（単位：BIT）

0000 1
0001 2

201

9P SEL

REMOTEボタンがリモートモード（点灯）のとき、
9P端子が機能するかどうかを選択します。

0000 OFF：機能しません。
0001 ON：機能します。

208

PARITY

RS-232Cのパリティビットの有無、奇数、偶数
を設定します。

0000 NON：
パリティビットを使用しない。

0001 ODD：
パリティビットを奇数パリティで使用する。

0002 EVEN：
パリティビットを偶数パリティで使用する。

No./項目 設定内容

209

RETURN
ACK

RS-232Cからのコマンド受信時、ACKコード
を返信するかしないかを設定します。

0000 OFF：ACKコードを返信しない。
0001 ON：ACKコードを返信する。

210

25P STBY
CMD

PARALLEL（25P）端子におけるSTANDBY
COMMANDの信号入力検出方法を選択します。

0000 OFF/ON：
アクティブ信号を検出毎に、スタンバイ
ON/OFFモードが交互に切り替わります。

0001 ON：
スタンバイOFFモードにおいて、アクティブ
信号を検出した場合、スタンバイONモードに
移行します。スタンバイONモード中の動作に
は影響しません。

212

MASTER
PORT

本機をデッキ対デッキ操作時において、マスタ
ー機として使用する場合、スレーブ機を制御す
るリモートコントロール端子を選択します。

0000 IN/OUT：IN/OUT端子を使用します。
0001 OUT：OUT端子を使用します。
<ノート>
本設定は、REMOTEボタンがローカルモード
（消灯）のときのみに有効です。

211

LOCAL 25P

REMOTEボタンがローカルモード（消灯）のと
き、PARALLEL（25P）端子が機能するかど
うかを選択します。

0000 OFF：機能しません。
0001 ON：機能します。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜EDIT＞

No./項目 設定内容

301

IN/OUT DEL

編集点を誤って設定したとき（OUT点がIN点よ
り前にあるとき）の動作を選択します。

0000 MANU：
不正な編集点を削除するか、正しく設定し直
さないと編集を実行しません。

0001 AUTO：
あらかじめ入力されていた編集点を自動的に
削除します。

303

STD/
NON-STD

コンポジット入力信号に合わせてSTDまたは
NON-STDを選択します。

0000 AUTO：
スタンダード／ノンスタンダード信号を自動
検出して処理します。

0001 STD：
スタンダード信号処理を行います。（強制STD）

0002 N-STD：
ノンスタンダード信号処理を行います。（強制
NON-STD）

<ノート>
レーザーディスク、サテライトからの信号など
で映像、音声に不具合が発生する場合は、NON-
STD（N-STD）にしてご使用ください。

304

SERVO REF

サーボの同期する信号を選択します。

0000 AUTO：
記録、編集時は入力信号に同期し、再生時は
REF信号に同期します。
EE出力は、REF信号が無いとき内部基準信号
に同期します。

0001 EXT：
常にREF信号に同期します。

0002 AUTO1：
入力信号としてスタンダード信号を使用する
ときに選択します。
記録、編集時は入力信号に同期し、再生時は
REF信号に同期します。
EE出力は、REF信号が無いとき入力信号に同
期します。

305

EDIT
RPLCE1

デジタルオーディオのエディットプリセットを
コントロールする機能のないコントローラで、
VTRのデジタルオーディオを編集するとき、コ
ントローラのアナログオーディオプリセットに
対する各チャンネルの割り当てを設定します。
VTRのCH1のエディットプリセットを、コント
ローラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従いま
す。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従いま
す。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

306

EDIT
RPLCE2

セットアップメニューNo.305と同様に、本機
のCH2のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従いま
す。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従いま
す。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

No./項目 設定内容

307

EDIT
RPLCE3

セットアップメニューNo.305と同様に、本機
のCH3のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従いま
す。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従いま
す。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜EDIT＞

No./項目 設定内容

320

VAR FWD
MAX

SLOW FWDの最大速度を設定します。

0000 ＋4.1：＋4.1倍速（＋3.1）
0001 ＋1.85：＋1.85倍速
0002 ＋1：＋1倍速
<ノート>
O（ ）内はDV/DVCAMテープ時の速度です。
O＋4.1以外の設定では、編集コントローラから
の調相ができません。

323

JOG FWD
MAX

JOG FWDの最大速度を設定します。

0000 ＋4.1：＋4.1倍速（＋3.1）
0001 ＋1.85：＋1.85倍速
0002 ＋1：＋1倍速
<ノート>
O（ ）内はDV/DVCAMテープ時の速度です。
O本機フロントパネルのダイヤル操作時は、最
大＋1倍速再生となります。

O＋4.1以外の設定では、JOGコマンドにより
調相を行う編集コントローラからの調相がで
きません。

324

JOG REV
MAX

JOG REVの最大速度を設定します。

0000 －4.1：－4.1倍速（－3.1）
0001 －1.85：－1.85倍速
0002 －1：－1倍速
0003 －0.43：－0.43倍速（－0.5）
<ノート>
O（ ）内はDV/DVCAMテープ時の速度です。
O本機フロントパネルのダイヤル操作時は、最
大－1倍速再生となります。

325

POSTROLL
TM

ポストロール時間を設定します。
0秒～5秒の間で1秒単位で設定できます。

0000 0s
0001 1s
0002 2s
0003 3s
0004 4s
0005 5s

321

VAR REV
MAX

SLOW REVの最大速度を設定します。

0000 －4.1：－4.1倍速（－3.1）
0001 －1.85：－1.85倍速
0002 －1：－1倍速
0003 －0.43：－0.43倍速
<ノート>
（ ）内はDV/DVCAMテープ時の速度です。

No./項目 設定内容

309

EDIT
RPLCEC

セットアップメニューNo.305と同様に、本機
のCUEのエディットプリセットを、コントロー
ラーで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従いま
す。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従いま
す。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。

310

CONFI EDIT

編集中に同時再生を行うかどうかを選択します。

0000 OFF：同時再生を行いません。
0001 ON：同時再生を行います。
<ノート>
MODEスイッチの位置が「TAPE」の場合に同
時再生が有効になります。

311

AUD EDIT
IN

デジタルオーディオ編集IN点の繋ぎ方を選択し
ます。

0000 CUT：カット処理
0001 FADE：Vフェード処理

312

AUD EDIT
OUT

デジタルオーディオ編集OUT点の繋ぎ方を選択
します。

0000 CUT：カット処理
0001 FADE：Vフェード処理

313

AUTO
ENTRY

IN点が登録されていない場合に、PREROLLボ
タンでIN点を登録するかどうかを選択します。

0000 DIS：登録しません。
0001 ENA：登録します。

314

CF ADJ SEL

デッキ対デッキ編集時、CF補正するデッキを選
択します。

0000 PLAYER：
プレーヤーのIN/OUT点を補正します。（レコ
ーダー基準）

0001 RECORD：
レコーダーのIN/OUT点を補正します。（プレ
ーヤー基準）

315

AFTER 
CUE-UP

キューアップ動作終了後の本機のモードを選択
します。

0000 STOP：
STOPモードになります。

0001 STILL：
静止画（SHTL STILL）モードになります。

0002 STILL2：
静止画（SLOW STILL）モードになります。

308

EDIT
RPLCE4

セットアップメニューNo.305と同様に、本機
のCH4のエディットプリセットを、コントロー
ラで指定したアナログオーディオに従って
ON/OFF設定します。

0000 N-DEF：
設定しません。

0001 CH1：
アナログCH1エディットプリセットに従いま
す。

0002 CH2：
アナログCH2エディットプリセットに従いま
す。

0003 CH1+2：
アナログCH1またはCH2エディットプリセッ
トに従います。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜TAPE PROTECT＞

No./項目 設定内容

400

STILL TIMER

テープ保護モードになるまでの時間を選択しま
す。
STOP、サーチSTILL（JOG/SLOW/SHTL）
の状態で放置されたとき、テープ保護モードに
なるまでの時間を選択します。
（単位 s：秒、min：分）

0000 0.5s
0001 5s
0002 10s
0003 20s
0004 30s
0005 40s
0006 50s
0007 1min
0008 2min

401

SRC
PROTECT

テープ保護モードの動作を選択します。
サーチSTILL（JOG/SLOW/SHTL）の状態で、
セットアップメニューNo.400（STILLTIMER）
で設定した時間が経過すると自動的に本機はテ
ープ保護モードに入りますが、ここではどのよ
うなテープ保護モードにするかを選択します。

0000 STEP：STEP FWD
0001 HALF：HALF LOADING
<ノート>
STEP FWDが選択されているときに、STILLの
状 態 で 放 置 さ れ た 合 計 時 間 が 3 0 分
（DV/DVCAMテープの場合は1分）になると、
自動的にスタンバイOFF（ハーフローディング）
モードへ移行します。

402

DRUM
STDBY

スタンバイOFF（ハーフローディング）モード
時のドラムの動作を選択します。

0000 OFF：ドラムの回転は停止します。
0001 ON：ドラムは回転を続けます。

403

STOP
PROTECT

テープ保護モードの動作を選択します。
STOP状態で、セットアップメニューNo.400
（STILLTIMER）で設定した時間が経過すると自
動的に本機はテープ保護モードに入りますが、
ここではどのようなテープ保護モードにするか
を選択します。

0000 STEP：STEP FWD
0001 HALF：HALF LOADING
<ノート>
STEP FWDが選択されているときに、STOPの
状 態 で 放 置 さ れ た 合 計 時 間 が 3 0 分
（DV/DVCAMテープの場合は1分）になると、
自動的にスタンバイOFF（ハーフローディング）
モードへ移行します。

<ノート>
Oテープ保護モードはSTEP
FWDとHALF LOADINGと
があり、STOP時とサーチ
STILL時とで、それぞれ設定
できます。

O番組送出時等、繰り返し同一
素材使用のときなどには、同
一個所での累計待機時間が長
くなります。
テープ保護のため、同一個所
での待機時間はできるだけ短
く設定することをお勧めしま
す。

ODV/DVCAMテープ使用時に
10 s以上を選択しても、
10sで処理されます。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜TIME CODE＞

No./項目 設定内容

506

BINARY GP

TCGで発生するタイムコードのユーザーズビッ
トの使用状態を設定します。

0000 000：
NOT SPECIFIED（キャラクタセットを指定
しない）

0001 001：
ISO CHARACTER（ISO646、ISO2022に
準拠した8bitキャラクタセット）

0002 010：UNASSIGNED 1（未定義）
0003 011：UNASSIGNED 2（未定義）
0004 100：UNASSIGNED 3（未定義）
0005 101：PAGE/LINE
0006 110：UNASSIGNED 4（未定義）
0007 111：UNASSIGNED 5（未定義）

507

PHASE
CORR

TIME CODE OUT端子から出力されるLTCの位
相補正コントロールを行うかどうかを選択しま
す。

0000 OFF：
位相補正コントロールは行いません。

0001 ON：
位相補正コントロールを行います。

508

TCG CF
FLAG

TCGのCFフラグをONするかどうかを選択しま
す。

0000 OFF：CFフラグをOFFします。
0001 ON：CFフラグをONします。

509

DF MODE

CTLおよびTCGのDF/NDFを選択します。

0000 DF：ドロップフレームモード
0001 NDF：ノンドロップフレームモード
<ノート>
Oドロップフレームモードは、REMOTEボタン
がローカルモード（消灯）になっているとき
や、セットアップメニューNo.001（LOCAL
ENA）が、「ENA」のときに有効です。

O625iシステムのときは、このセットアップメ
ニューが表示されません。

510

TC OUT REF

TCGスイッチが「EXT」のとき、外部LTC入力
に対してTIME CODE OUT端子から出力される
タイムコードの位相を切り替えます。

0000 V OUT：出力映像に合わせます。
0001 TC_IN：外部タイムコード入力に合わせ

ます。

No./項目 設定内容

500

VITC BLANK

セットアップメニューNo.501（VITC POS-1）
とNo.502（VITC POS-2）で選択された位置
に、VITC信号を出力するかどうかを選択しま
す。

0000 BLANK：出力しません。
0001 THRU：出力します。

501

VITC POS-1

VITC信号の挿入位置を設定します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0006 16L 0004 11L

: : : :
0010 20L 0015 22L
<ノート>
セットアップメニューNo.502（VITC POS-2）
やNo.662（UMID POS）と同じラインは選択
できません。

503

TCG REGEN

TCG（タイムコードジェネレーター）がリジェネ
モードのとき、リジェネする信号を選択します。

0000 TC&UB：
タイムコード、ユーザーズビット共にリジェ
ネします。

0001 TC：
タイムコードのみをリジェネします。

0002 UB：
ユーザーズビットのみをリジェネします。

504

REGEN
MODE

本機のコントロールパネルを使用した自動編集
で、タイムコードをリジェネするかどうかを選
択します。

0000 AS&IN：
アセンブルまたはインサート編集でリジェネ
します。

0001 ASSEM：
アセンブル編集でリジェネします。

0002 INSRT：
インサート編集でリジェネします。

0003 SW：
TC（REGEN/PRESET）スイッチに従いま
す。

505

EXT TC SEL

外部タイムコードを用いる際、使用するタイム
コードを選択します。

0000 LTC：
TIME CODE IN端子のLTCを使用します。

0001 VITC：
入力ビデオ信号のVITCを使用します。

502

VITC POS-2

VITC信号の挿入位置を設定します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0008 18L 0006 13L

: : : :
0010 20L 0015 22L
<ノート>
セットアップメニューNo.501（VITC POS-1）
やNo.662（UMID POS）と同じラインは選択
できません。
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511

VITC OUT

出力ビデオ信号に重畳するVITCの出力方法を選
択します。

0000 SBC：
記録時：
セットアップメニューNo.505（EXT TC
SEL）の設定およびTCGスイッチで選択さ
れた入力タイムコードをVITCとして出力し
ます。

再生時：
SBC領域に記録されているタイムコードを
VITCとして出力します。

0001 VAUX：
記録時：
入力ビデオ信号より検出されたタイムコー
ドをVITCとして出力します。

再生時：
VAUX領域に記録されているタイムコード
をVITCとして出力します。

<ノート>
入力ビデオ信号より検出されたタイムコードは
映像が記録される際、自動的にVAUX領域に記
録されます。

セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜TIME CODE＞

No./項目 設定内容

512

TC OUT ADV

TIME CODE OUT端子から出力されるタイムコ
ードの位相を合わせる処理を選択します。
通常、TIME CODE OUT端子から出力されるタ
イムコードは、出力映像と音声に合わせていま
す。外部機器との接続などで入力信号に位相を
合わせるモードを選択することができます。

0000 OFF：
位相を合わせる処理を行いません。
TIME CODE OUT端子から出力されるタイム
コードは、出力映像と音声に合わせます。

0001 EDIT：
編集モード時の再生中や編集中は、TIME
CODE OUT端子から出力されるタイムコード
を、入力映像や音声に合わせます。
編集モード以外では、出力映像と音声に合わ
せます。

514

VITC GEN

内部タイムコードジェネレーター値をVAUX領
域に記録するかどうかを選択します。

0000 OFF：
内部タイムコードジェネレーター値をVAUX
領域に記録しません。
タイムコードが記録されているビデオ信号を
入力したときは、入力信号のタイムコードを
VAUX領域に記録します。

0001 ON：
内部タイムコードジェネレーター値をVAUX
領域に記録します。

<ノート>
INPUT SELECTボタンで入力信号に1394が選
択されているときは、このメニューの設定に関
係なく、入力信号のタイムコードがそのままテ
ープに記録されます。

SBC（Sub Code Data）領域
ヘリカルトラック上の映像および音声データ領域とは別に存在する
領域であり、SMPTE/EBUに準拠したタイムコードが格納されま
す。従来のLTC（Linear Time Code）と同様に巻き戻し、早送り
時にもタイムコードを読むことが可能であり、またテープ停止時で
も読み出し可能です。

VAUX（Video Auxiliary Data）領域
ヘリカルトラック上の映像データ領域内に存在する領域であり、映
像データに関連する付加情報が格納されます。

<ノート>
テープ再生時におけるタイムコード／ユーザービットの管理は、
SBC領域に記録されているデータで行われます。即ち、フロントパ
ネル中央のカウンタ表示部やスーパーインポーズに表示されている
データ、編集コントローラなどへの通信データはすべてSBC領域に
記録されているデータで行われます。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜VIDEO＞

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

600

INT SG

内部基準信号を選択します。

0001 BB：
ブラックバーストを発生させます。

0002 CB100：
100％カラーバーを発生させます。

0003 CB75：
75％カラーバーを発生させます。

601

OUT VSYNC

EE／記録／編集の際に、映像出力の位相を入力
に合わせるため、映像出力のVシンク位置をフロ
ートさせるかどうかを選択します。

0000 N-VF：フロートさせません。
0001 VF：フロートさせます。

602

V-MUTE SEL

再生中にテープのブランク（空白）部分が検出
された場合、ビデオ出力信号をミュートするか
どうかを選択します。

0000 N-MUTE：
ミュートしません。（フリーズします。）

0001 LOW RF：
ミュートします。（灰色にします。）

603

CC (F1)
BLANK

第1フィールドのクローズドキャプション信号の
ON/OFF を選択します。

0000 BLANK：
強制ブランキングします。

0001 THRU：
ブランキングしません。

<ノート>
625iシステムのときは、このセットアップメニ
ューが表示されません。

604

CC (F2)
BLANK

第2フィールドのクローズドキャプション信号の
ON/OFF を選択します。

0000 BLANK：
強制ブランキングします。

0001 THRU：
ブランキングしません。

<ノート>
625iシステムのときは、このセットアップメニ
ューが表示されません。

606

OUT C KILL

ビデオ出力信号のクロマのカラーキラー処理を
選択します。

0000 B/W：カラー信号を出力しません。
0001 COLOR：カラー信号を出力します。

609

EDH

SDI出力にEDHを重畳するかどうかを選択しま
す。

0000 OFF：重畳しません。
0001 ON：重畳します。
<ノート>
ONを選択していても、本機フロントパネルの
SUPERスイッチがONになっている場合は、SDI
OUT 3端子にEDHが重畳されません。

610

PB/PR IN LV

アナログコンポーネント入力信号のレベルを選
択します。

0000 MⅡ：MⅡレベル
0001 B-CAM：β-CAMレベル
<ノート>
O625iシステムのときは、このセットアップメ
ニューが表示されません。

Oオプションボード（AJ-YA931G）が挿入さ
れていない場合は、表示されません。

611

YC SEP
MODE

コンポジット入力信号のY/C分離処理を選択し
ます。

0000 B/W：白黒信号として処理します。
0001 AUTO：自動検出として処理します。
<ノート>
オプションボード（AJ-YA931G）が挿入され
ていない場合は、表示されません。

614

PB/PR OUT
LV

アナログコンポーネント出力信号のレベルを選
択します。

0000 MⅡ：MⅡレベル
0001 B-CAM：β-CAMレベル
<ノート>
O625iシステムのときは、このセットアップメ
ニューが表示されません。

618

INTERPOLATE

インターポーレーション動作を選択します。
スロー再生時は自動的に垂直インターポーレー
ションを行い、再生画像の上下動を軽減します
が、本設定によりインターポーレーション動作
を強制的にOFFすることができます。

0000 OFF：強制的にOFFします。
0001 AUTO：スロー再生時、自動的にONし

ます。
605

FREEZE SEL

静止画面のフリーズ状態を選択します。

0000 FIELD：フィールドフリーズ
0001 FRAME：フレームフリーズ
<ノート>
FRAMEを選択した場合は、スロー時もフレーム
スローになります。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜VIDEO＞

No./項目 設定内容

620

ESR MODE

再生回路におけるエッジ サブキャリア リダクシ
ョン（ESR）の動作モードを選択します。

0000 OFF：強制的にOFFします。
0001 AUTO：VTR動作に応じて自動的に

ON/OFFされます。

No./項目 設定内容

621

CCR MODE

再生時のクロスカラー処理を選択します。

0000 OFF：そのまま出力します。
0001 ON：クロスカラーを軽減することが

できます。
<ノート>
625iシステムのときは、このセットアップメニ
ューが表示されません。

624

CC REC

入力信号に多重されたクローズドキャプション
信号をテープに記録するかどうかを選択します。

0000 OFF：
記録しません。また、EE出力信号は、ブラン
キングされます。

0001 ON：
入力信号にクローズドキャプション信号が多
重されている場合は記録します。

<ノート>
O625iシステムのときは、このセットアップメ
ニューが表示されません。

OINPUT SELECTボタンで入力信号に1394が
選択されている場合は、設定に関係なく、入
力信号に多重されているクローズドキャプシ
ョン信号が記録されます。

645

WIDE
SELECT

WIDE画面情報をテープに記録するかどうかを選
択します。

0001 WIDE：
記録します。

0002 NORMAL：
記録しません。

<ノート>
OINPUT SELECTボタンで入力信号に1394が
選択されているときは、このメニューの設定
に関係なく、入力信号のWIDE画面情報がその
ままテープに記録されます。

O本機でアスペクト比を変更することはできま
せん。

660

UMID REC

UMID情報をテープに記録するかどうかを選択し
ます。

0000 OFF：
記録しません。また、EE出力信号は、ブラン
キングされます。

0001 ON：
記録します。

<ノート>
OINPUT SELECTボタンで入力信号に1394が
選択されているときは、このメニューの設定
に関係なく、入力信号のUMID情報がそのまま
テープに記録されます。

OセットアップメニューNo.106（EE MODE
SEL）がTHRUに設定されている場合、EE出
力信号のUMID情報はブランキングされます。

O本機でUMID情報を書き換えることはできませ
ん。

661

UMID GEN

セットアップメニューNo.660（UMID REC）
がONに設定されているときに、テープに記録す
るUMID情報のBasic UMIDを選択します。

0000 INT：
常に、新しく生成した本機のBasic UMIDを
記録します。

0001 EXT：
入力信号のBasic UMIDを記録します。
入力信号にBasic UMIDが存在しないときは、
新しく生成した本機のBasic UMIDを記録し
ます。

<ノート>
Oテープに記録するUMID情報のSource Pack
には、このメニューの設定に関係なく、入力
信号のSource Packが記録されます。

O本機でUMID情報を書き換えることはできませ
ん。

662

UMID POS

UMID情報を重畳するラインを設定します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 BLANK 0000 BLANK
0001 12L 0001 8L

: : : :
0006 17L 0010 17L

: : : :
0008 19L 0015 22L

<ノート>
セットアップメニューNo.501（VITC POS-1）
とNo.502（VITC POS-2）で設定したライン
は選択できません。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜AUDIO＞

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

701

CH1 IN LV

オーディオ入力（CH1）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

702

CH2 IN LV

オーディオ入力（CH2）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

703

CH3 IN LV

オーディオ入力（CH3）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

704

CH4 IN LV

オーディオ入力（CH4）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

706

CH1 OUT LV

オーディオ出力（CH1）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

707

CH2 OUT LV

オーディオ出力（CH2）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

708

CH3 OUT LV

オーディオ出力（CH3）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

709

CH4 OUT LV

オーディオ出力（CH4）の基準レベル切り替え
を選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

711

MONIL OUT
LV

オーディオモニター出力（Lch）の基準レベル切
り替えを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

712

MONIR OUT
LV

オーディオモニター出力（Rch）の基準レベル
切り替えを選択します。

0000 4dB
0001 0dB
0002 －20dB

713

MONI OUT

オーディオモニター出力の音量を、ヘッドホン
用の音量調整つまみに連動させるか連動させな
いかを選択します。

0000 UNITY：音量調整つまみの位置に関係な
く、固定されたレベルで出力し
ます。

0001 VAR：音量調整つまみに連動します。

715

CH1 IN SEL

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH1入力を選択し
ます。

0000 ANA：アナログ入力
0001 DIGI：デジタル入力

716

CH2 IN SEL

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH2入力を選択し
ます。

0000 ANA：アナログ入力
0001 DIGI：デジタル

717

CH3 IN SEL

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH3入力を選択し
ます。

0000 ANA：アナログ入力
0001 DIGI：デジタル入力

718

CH4 IN SEL

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH4入力を選択し
ます。

0000 ANA：アナログ入力
0001 DIGI：デジタル入力

719

D IN SEL12

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH1およびCH2
のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU入力
0001 SIF：SDI入力

720

D IN SEL34

本体INPUT SELECTのAUDIOボタンで、
USER SETを選択した場合のCH3およびCH4
のデジタル入力を選択します。

0000 AES：AES/EBU入力
0001 SIF：SDI入力
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735

MON AUTO
SEL

モニター出力がCUEに切り替わるチャンネルを
選択します。
セットアップメニューNo.721（MONI CH
SEL）でAUTOを選択した場合、動作モードに
応じて自動でモニター出力にCUEが出力されま
すが、自動でCUEに切り替わるモニターチャン
ネルを選択します。

0000 L/R：Lch/Rch両方にCUEを出力し
ます。

0001 L：LchのみにCUEを出力します。
0002 R：RchのみにCUEを出力します。

734

MONI SEL
INH

フロントパネルのAUDIO MON SELボタン操作
の許可／禁止を選択します。

0000 OFF：操作が可能になります。
0001 ON：操作が禁止されます。
0002 ON1：
FULL表示モード時は操作が禁止され、FINE
表示モード時のみ操作が可能になります。

セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜AUDIO＞

No./項目 設定内容 No./項目 設定内容

721

MONI CH
SEL

モニター出力の選択を行います。

0000 MANU：
AUDIO MON SELボタンで選択されている信
号を出力します。

0001 AUTO：
－0.43（－0.5）～＋1倍速の範囲はPCM
AUDIO出力し、それ以外の速度では自動的に
CUEを出力します。
<ノート>
（ ）内はDV/DVCAMテープ時の速度です。
0002 PCM：
－10～＋10倍速の範囲はPCM AUDIOを出力
します。

<ノート>
本機フロントパネルのAUDIO MON SELボタン
のL/RでCH1、CH2、CH3、CH4を選択して
いる場合に有効です。
（CUEを選択している場合は、上記メニュー設定
に関係なく、すべてのスピードにおいてCUEが
出力されます。）

726

REC CUE

CUEに記録する入力信号を選択します。

0001 CH1：オーディオ入力のCH1
0002 CH2：オーディオ入力のCH2
0003 CH1+2：
オーディオ入力のCH1とCH2のミックス信号

0004 CH3：オーディオ入力のCH3
0005 CH4：オーディオ入力のCH4
0006 CH3+4：
オーディオ入力のCH3とCH4のミックス信号

0007 CH1～4：
オーディオ入力のCH1、CH2、CH3、CH4
のミックス信号

727

PB FADE

再生時に、音声編集点（IN点、OUT点）の処理
をどのように行うかを選択します。

0000 AUTO：記録時の状態に従います。
0001 CUT：強制CUT
0002 FADE：強制FADE

733

CUE OUT

モニター出力にCUEを選択したときの、出力画
とCUE出力のタイミングを選択します。

0000 NORMAL：出力画にタイミングを合わせま
す。

0001 DIRECT：テープ上に記録されたものを遅
延なしで出力します。

<ノート>
DIRECT選択時は、出力画とCUE出力のタイミ
ングは合いません。

728

EMBEDDED
AUD

SDI出力にオーディオデータを重畳するかどうか
を選択します。

0000 OFF：重畳しません。
0001 ON：重畳します。

731

CUE OUT
SEL

サーチモード時、本線系出力にCUEを出力する
かを選択します。

0000 OFF：
CUEを出力しません。

0001 ON：
CUEを出力します。
<ノート>
OセットアップメニューNo.721（MONI CH
SEL）でMANU以外を選択した場合に限り
ます。

OセットアップメニューNo.735（MON
AUTO SEL）の選択により、CUEが出力さ
れる本線系出力チャンネルが異なります。
L/R選択時：
CH1～CH4にCUEが出力されます。

L選択時：
CH1、CH3にCUEが出力されます。

R選択時：
CH2、CH4にCUEが出力されます。

OセットアップメニューNo.721（MONI CH
SEL）でPCMを選択した場合は、PCM出
力となります。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜AUDIO＞

No./項目 設定内容

750

DV PB ATT

DVテープを再生しているとき、オーディオ出力
レベルに対する減衰を選択します。

0000 OFF：オーディオ出力レベルを減衰し
ません。

0001 ON：オーディオ出力レベルを減衰し
ます。

751

REC PT
MUTE

DVテープやDVCAMテープを再生していると
き、記録されている信号の繋ぎ目での、オーデ
ィオ信号に対するミュート処理を選択します。

0000 OFF：ミュートしません。
0001 ON：ミュートします。

＜サーチモード時のPCM, CUE出力について＞
メニュー設定（No.721、No.731、No.735）の組み合わせにより、モニターおよび本線系へのPCM, CUE出力は下表のようになります。

731
CUE OUT
SEL

OFF

MANU

AUTO

PCM

MANU

----------

L/R

L

R

----------

----------

L/R

L

R

----------

PCM21 PCM21

CUE

CUE

CUE

PCM21

PCM21

PCM22

PCM21

CUE

CUE

PCM21

CUE

PCM21

CUE

PCM22

CUE

PCM22 PCM22 PCM22 PCM22 PCM22

PCM21

PCM22

PCM21 PCM21 PCM21 PCM21

CUE CUE CUE CUE

PCM21 PCM21 PCM21 PCM21

CUE PCM21 CUE PCM21

PCM21

PCM22

CUE PCM21 CUE

PCM22 PCM22 PCM22

AUTO

PCM

ON

721
MONI CH
SEL

735
MON AUTO
SEL

モニター出力 本線系出力

CH1Lch Rch CH2 CH3 CH4

<ノート>
21： PCMオーディオ出力は、－0.43～＋1倍速の範囲外で再生した場合はミュートされます。
22： PCMオーディオ出力は、－10～＋10倍速の範囲外で再生した場合はミュートされます。

AUTOを選択した場合は、自動でCUEが出力されるモードであっても、－0.43～＋1倍速の範囲であればPCMが出力されます。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜V BLANK＞

No./項目 設定内容

800

ADD LINE 25

00
REC LINE1

サブ画面

記録する追加ラインのモードを選択します。

0000 OFF：追加ラインを記録しません。
0001 YC422：422を1ライン記録します。
0002 YC411：411を1ライン記録します。
0003 Y1_B/W：YのみをDIRECTで1ライン記

録します。
0004 Y1_BPF：YのみをYC分離後1ライン記録

します。
0005 C1：Cのみを1ライン記録します。
0006 Y2_B/W：YのみをDIRECTで2ライン記

録します。
0007 Y2_BPF：YのみをYC分離後2ライン記録

します。
0008 C2：Cのみを2ライン記録します。
<ノート>
O0001（YC422）～0008（C2）を選択し
てSTOPボタンを押すと、サブ画面に移り、
記録するラインを選択できます。
サブ画面から戻るには、再度STOPボタンを
押します。

O設定内容は、システムフォーマットが
25Mbpsの場合に有効となります。

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

01
REC LINE2

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0018 322L
0016 275L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

<ノート>
追加ラインのモードが1～5に設定されている場
合は、表示されません。

TELETEXTの設定可能ライン数
（セットアップメニューNo.660 UMID RECのON/OFF設定によ
り、ライン数が異なります。）

O記録・再生フォーマットが25Mbpsの場合

No.800:
ADD LINE 25

の設定

設定可能ライン数

525i システム 625i システム

10 1213 14OFF

4 55 7YC422

5 88 10YC411

10 1213 14
Y1_B/W、
Y1_BPF、C1

4 55 7
Y2_B/W、
Y2_BPF、C2

UMID REC:
ON

UMID REC:
OFF

UMID REC:
ON

UMID REC:
OFF

O記録・再生フォーマットが50Mbpsの場合

No.801:
ADD LINE 50

の設定

設定可能ライン数

525i システム 625i システム

9 1210 15

OFF、YC422、
Y4_B/W、
Y4_BPF、C4

UMID REC:
ON

UMID REC:
OFF

UMID REC:
ON

UMID REC:
OFF
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜V BLANK＞

No./項目 設定内容

03
REC LINE4

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0019 323L
0017 276L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

<ノート>
追加ラインのモードが1に設定されている場合
は、表示されません。

No./項目 設定内容

801

ADD LINE 50

00
REC LINE1

サブ画面

記録する追加ラインのモードを選択します。

0000 OFF：追加ラインを記録しません。
0001 YC422：422を2ライン記録します。
0002 Y4_B/W：YのみをDIRECTで4ライン記

録します。
0003 Y4_BPF：YのみをYC分離後4ライン記録

します。
0004 C4：Cのみを4ライン記録します。
<ノート>
O0001（YC422）～0004（C4）を選択し
てSTOPボタンを押すと、サブ画面に移り、
記録するラインを選択できます。
サブ画面から戻るには、再度STOPボタンを
押します。

O設定内容は、システムフォーマットが
50Mbpsの場合に有効となります。

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

01
REC LINE2

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0018 322L
0016 275L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

02
REC LINE3

記録する追加ラインを選択します。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 10L 0000 7L

: : : :
0003 13L 0003 10L

: : : :
0012 22L 0015 22L
0013 263L 0016 320L
0014 273L : :

: : 0031 335L
0025 284L 0032 623L
0026 525L

<ノート>
追加ラインのモードが1に設定されている場合
は、表示されません。

802

TELETEXT
SEL

記録するテレテキスト信号の種類を選択します。

0000 MOJI：MOJI方式
0001 NABTS：NABTS方式
<ノート>
O625iシステムのときは、このセットアップメ
ニューが表示されません。

ONABTS方式を選択した場合、テレテキスト信
号を検出するときに、誤ってVITC信号をテレ
テキスト信号として検出することがあります。
このときは、セットアップメニュー No.803
（TELETEXT DET）の設定でMANUを選択し、
テレテキスト信号を記録するラインを設定し
てください。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜V BLANK＞

No./項目 設定内容

803

TELETEXT
DET

テレテキスト信号を記録するラインの検出方法
を選択します。

0000 OFF：
テレテキスト信号を記録しません。

0001 AUTO：
テレテキスト信号を自動的に検出し記録しま
す。

0002 MANU：
テレテキスト信号を記録するラインを選択し
設定します。

<ノート>
Oテレテキストの記録できるライン数は、セッ
トアップメニューNo.800（ADD LINE 25）
またはNo.801（ADD LINE 50）で確定し
た記録ライン数に従って異なります。
[“TELETEXTの設定可能ライン数”（53ペー
ジ）を参照]

OMANUを選択し、STOPボタンを押すとサブ
画面に移り、記録するラインを選択できます。
サブ画面から戻る場合は、再度STOPボタン
を押します。

O入力信号がノンスタンダード信号の場合や、
セットアップメニュー No.303（STD/NON-
STD）の設定で N-STD に設定されている場
合には、EEモード時のテレテキスト信号は、
正しく再生されません。

[525iシステム]

00
REC LINE1
:

12
REC LINE13

[625iシステム]

00
REC LINE1
:

14
REC LINE15

サブ画面

テレテキスト信号の記録するラインを選択しま
す。

[525iシステム] [625iシステム]
0000 OFF 0000 OFF
0001 10&273 0001 7&320
0002 11&274 0002 8&321
0003 12&275 0003 9&322
0004 13&276 0004 10&323
0005 14&277 0005 11&324
0006 15&278 0006 12&325
0007 16&279 0007 13&326
0008 17&280 0008 14&327
0009 18&281 0009 15&328
0010 19&282 0010 16&329
0011 20&283 0011 17&330
0012 21&284 0012 18&331
0013 22 0013 19&332

0014 20&333
0015 21&334
0016 22

No./項目 設定内容

804

BLANK LINE

[525iシステム]

00
LINE 10&273
:

11
LINE 21&284

[625iシステム]

00
LINE 7&320
:

15
LINE 22&335

サブ画面

ビデオ出力信号の垂直ブランキング期間のブラ
ンキングON/OFFを選択します。

0000 BLANK：
全ライン強制ブランキングします。

0001 THRU：
全ラインブランキングしません。

0002 MANU：
各ラインごとにブランキングのON/OFFを選
択します。

<ノート>
MANU設定時、STOPボタンを押すとサブ画面
に映り、各ラインに対してON/OFFを選択でき
ます。
サブ画面から戻るには、再度STOPボタンを押
します。

0000 BLANK：強制ブランキングします。
0001 THRU：ブランキングしません。

805

22&285
BLANK

ビデオ信号の22（285）ラインの出力方法を選
択します。

0000 OFF：ブランキングしません。
0001 ON：ブランキングします。
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セットアップメニュー（つづき）

　　　　 は、工場出荷モードです。

USERメニュー ＜MENU＞

No./項目 設定内容

A00

LOAD

USER1へロードするユーザーファイルを選択し
ます。

0000 USER2：USER2の内容をロードしま
す。

0001 USER3：USER3の内容をロードしま
す。

0002 USER4：USER4の内容をロードしま
す。

0003 USER5：USER5の内容をロードしま
す。

<ノート>
ロード操作を行った後、SETボタンを押すと設
定値が記憶されます。MENUボタンを押すと設
定値は変更されません。

A01

SAVE

USER1の設定をセーブするユーザーファイルを
選択します。

0000 USER2：USER2へセーブします。
0001 USER3：USER3へセーブします。
0002 USER4：USER4へセーブします。
0003 USER5：USER5へセーブします。
0004 LOCKED：
すべてのユーザーファイルが、変更禁止状態
の場合に表示します。

<ノート>
O変更禁止に設定されているユーザーファイル
は選択できません。

Oすべてのユーザーファイルが変更禁止状態の
場合、「LOCKED」表示となり、セーブ操作
はできません。

No./項目 設定内容

A02

P. ON LOAD

電源投入時に、選択したユーザーファイルの内
容をUSER1へロードし、USER1の設定で起動
します。

0000 OFF：
前回設定したユーザーファイルで起動します。

0001 USER2：
USER2の内容をUSER1へロードし起動しま
す。

0002 USER3：
USER3の内容をUSER1へロードし起動しま
す。

0003 USER4：
USER4の内容をUSER1へロードし起動しま
す。

0004 USER5：
USER5の内容をUSER1へロードし起動しま
す。

A03

MENU LOCK

ユーザーファイル（USER2～USER5）のロッ
クモードの設定/解除を選択します。

0000 OFF：ロック解除（変更可能）
0001 ON：ロック設定（変更禁止）
<ノート>
USER1のロック設定はできません。

A04

PF1 ASSIGN

（INSERTボタンのCH1ボタン）にセット
アップメニューの項目を登録します。
PF1

A05

PF2 ASSIGN

（INSERTボタンのCH2ボタン）にセット
アップメニューの項目を登録します。
PF2

A06

PF3 ASSIGN

（INSERTボタンのCH3ボタン）にセット
アップメニューの項目を登録します。
PF3

A07

PF4 ASSIGN

（INSERTボタンのCH4ボタン）にセット
アップメニューの項目を登録します。
PF4

<ノート>
ONo.A00（LOAD）、No.A01（SAVE）、No.A02（P.ON
LOAD）は、USER1のみ設定可能な項目です。
USER2～USER5では表示されません。

ONo.A03（MENU LOCK）は、USER2～USER5のみ設定可能
な項目です。
USER1では表示されません。

USERメニュー ＜LCD＞

No./項目 設定内容

900

LCD
PROTECT

液晶モニターのセービングファンクション（13
ページ参照）を設定します。

0000 OFF：
セービングファンクションに入りません。

0001 ON：
セービングファンクションに入ります。

901

BL BRIGHT

液晶モニターのバックライトの明るさを設定し
ます。

0000 NORMAL：通常の明るさで点灯します。
0001 HIGH：通常よりも明るく点灯します。
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タイムコード/ユーザーズビットについて

タイムコード

タイムコードは、タイムコードジェネレーター（タイ
ムコード信号発生器）によって発生されるタイムコー
ド信号をテープ上に記録し、タイムコードリーダー
（タイムコード信号読取器）でその値を読み取り、テ
ープの絶対位置を時：分：秒：フレーム単位で表示す
るときに使用します。

タイムコードは、ヘリカルトラックのサブコード領域
（データ領域）に書き込まれます。
このために、タイムコードだけを独立してインサート
編集が行えます。また、VTRの再生速度が停止モー
ド5 スロー再生5 高速再生（約50倍速、ただし
DVCPROテープ使用時は約100倍速）まで読み取
ることができます。

タイムコード値は、カウンター表示部に表示されます。
VIDEO OUT 3端子やSDI OUT 3端子に接続したモ
ニターテレビにもスーパーインポーズで表示されます
が、フロントパネルの液晶モニターには表示されませ
ん。

TCR 00 : 07 : 04 : 24
t t t t
時 分 秒 フレーム

ユーザーズビット

ユーザーズビットは、タイムコード信号のうちでユー
ザーに開放された32ビット（8桁）の情報枠のこと
です。オペレータナンバーなどを記録することができ
ます。

ユーザーズビットに使用できる数字（文字）は 0～9
とA B C D E Fです。

内部タイムコードの設定

1 VTRを停止モードにします。

3 TC（REC RUN/FREE RUN）スイッチで内部タ
イムコードジェネレーターを歩進させる動作モー
ドを設定します。
REC RUN：
記録中のときに歩進させます。
TC（REGEN/PRESET）スイッチが「REGEN」
の位置のとき、常にタイムコードが歩進します。

FREE RUN：
電源が投入されている間、動作モードに関係な
く歩進させます。

4 TC（REGEN/PRESET）スイッチでリジェネモ
ードを設定します。
REGEN：
編集前の下地のTCの連続性を保ちます。
(メニュー設定で、詳細な設定もできますので参
照してください。)
セットアップメニューNo.503（TCG REGEN）
セットアップメニュー No.504（REGEN
MODE）

PRESET：
（SHIFT＋PLAYER）で設定され

た値から記録を開始します。
O自動編集時は、PRESETの位置でもメニュー
No.504の設定によりリジェネします。

TC PRESET

5 （SHIFT＋PLAYER）を使ってタイ
ムコード／ユーザーズビットの開始番号を設定し
ます。
1 （SHIFT＋PLAYER）を押します。
左端の桁が点滅します。

2サーチボタンを押しながらサーチダイヤルを回
して値を変更します。

3サーチダイヤルを回して、設定する桁を選択し
ます。選択された桁は点滅します。
設定範囲は次のとおりです。
Oタイムコード
[525iシステム]
00:00:00:00 － 23:59:59:29

[625iシステム]
00:00:00:00 － 23:59:59:24

Oユーザーズビット
00:00:00:00 － FF  FF  FF  FF

4ステップ2と3を繰り返して、値を変更します。
5開始番号の設定が終わると、SETボタンを押し
ます。
｢FREE RUN」モードの場合には、タイムコー
ドを歩進します。

6記録または編集を行います。

TC PRESET

TC PRESET

2 COUNTERボタンで「TC」を選択します。
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タイムコード/ユーザーズビットについて（つづき）

外部タイムコードの設定

1 VTRを停止モードにします。

3 TCGスイッチの位置を「EXT」にします。（外部
タイムコードの選択）

4 セットアップメニューNo.505（EXT TC SEL）
で以下の設定ができます。
LTC：
リアパネルのTIME CODE IN端子（XLR）に
入力されるLTC信号が、TCとして記録されま
す。
<ノート>
LTCは、ビデオ信号と同期している必要があり
ます。

VITC：
入力ビデオ信号のVITCがTCとして記録されま
す。

2 COUNTERボタンで「TC」を選択します。

タイムコード/ユーザーズビットの再生

1 VTRを停止モードにします。

3 PLAYボタンを押します。
再生が開始され、タイムコードがディスプレイに
表示されます。
SUPERスイッチの位置が「ON」の場合、VIDEO
OUT 3／SDI OUT3端子からの映像信号に、タ
イムコード値がスーパーインポーズされます。

<ノート>
タイムコード信号が欠如したときには、CTL信号で自
動的に補います。ディスプレイは、以下のようになり
ます。

2 COUNTERボタンで「TC」または、「UB」を選
択します。

T 2 R 00:01:04:072

タイムコード信号が欠如
したとき、＊表示になり
ます。

“ ”: 第1、第3フィールド
“＊”: 第2、第4フィールド

ドロップフレームモードのときは、秒
とフレームの間のコロンが「 . 」にな
ります。
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表示位置
スーパーインポーズの表示位置はセットアップメニュ
ー No. 009（ CHARA H-POS） と No. 010
（CHARA V-POS）で変えることができます。

スーパーインポーズ画面
コントロール信号やタイムコードなどが略称文字で表
示されます。

表示文字
スーパーインポーズの表示文字は、セットアップメニ
ューNo.011（CHARA TYPE）で文字の背影を変え
ることができます。

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TTCCRR  2222 :: 2222 :: 2222 :: 2222

モニターテレビ

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

TCR  22 : 22 : 22 : 22

モニターテレビ

省略文字

CTL ：コントロール信号のカウント値

TCR ： SBC領域に記録されたタイムコードデータ

TCR.： VAUX領域に記録されたタイムコードデータ

UBR ： SBC領域に記録されたユーザーズビットデータ

UBR.： VAUX領域に記録されたユーザーズビットデータ

TCG ：タイムコードジェネレータのタイムコードデータ

UBG：タイムコードジェネレータのユーザーズビットデータ

<ノート>
｢T2R」｢T2R.」｢U2R」｢U2R.」は、データがテ
ープから正しく読み取れなかったときに表示しま
す。

動作モード
セットアップメニューNo.008（DISPLAY SEL）で
VTRの動作モードも表示されます。

TCR  22 : 22 : 22 : 22

STOP

モニターテレビ

VTR動作モード
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出力映像信号とサーボのリファレンス
出力信号とサーボ用のリファレンス（基準）信号がど
のように選択されるかを説明します。

出力映像信号の外部同期

出力映像信号は、REF VIDEO入力信号または、ビデ
オ入力信号に同期して出力されます。下図のようにセ
ットアップメニューの設定、VTRのモード、ビデオ
入力信号の有無に応じて選択されます。

<ノート>
セットアップメニューNo.600（INT SG）で BB,
CB100 または CB75 を選択した場合は、REF
VIDEO入力信号の有無により、次のようになります。
OREF VIDEO入力信号がある場合：

REF VIDEO入力信号に同期
OREF VIDEO入力信号がない場合：

内部同期

スタート

セットアップメニュー
No.304（SERVO REF）

の設定は？

EXT

本機は編集モードか？
YES

本機は記録モードか？
YES

AUTO/AUTO1

セットアップメニュー
No.601（OUT VSYNC）

の設定は？

ビデオ入力信号があるか？

N-VF

YES

VF

セットアップメニュー
No.304（SERVO REF）

の設定は？

AUTO

AUTO1

NO

NO

REF VIDEO入力信号
があるか？

内部同期 REF VIDEO入力信号に同期 ビデオ入力信号に同期

YES

NO

REF VIDEO入力信号
があるか？

NO

NO

NON-STD

ビデオ入力信号は
コンポジットか？

YES

NO

セットアップメニュー
No.303（STD/NON-STD）

の設定は？

AUTO

NON-STD ビデオ入力信号は
STD/NON-STDか？

STD

STD

YES
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出力映像信号とサーボのリファレンス（つづき）

サーボ用リファレンス信号

サーボ用のリファレンス信号としてREF VIDEO入力
信号、ビデオ入力信号が選択されます。
下図のようにセットアップメニューの設定、VTRの
モード、ビデオ入力信号の有無に応じて選択されます。

<ノート>
セットアップメニューNo.600（INT SG）でBB、
CB100 または、CB75 を選択した場合は、REF
VIDEO入力信号の有無により、次のようになります。
OREF VIDEO入力信号がある場合：

REF VIDEO入力信号に同期
OREF VIDEO入力信号がない場合：

内部同期

スタート

セットアップメニュー
No.304（SERVO REF）

の設定は？

EXT

本機は編集モードか？
YES

本機は記録モードか？
YES

AUTO/AUTO1

ビデオ入力信号があるか？

YES

NO

NO

REF VIDEO入力信号
があるか？

内部同期 REF VIDEO入力信号に同期 ビデオ入力信号に同期

YES

NO

NO
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音声Vフェード機能
編集時、編集点の繋ぎ方の選択（セットアップメニュ
ーNo.311、312）の情報をテープ上に記録し、再
生時にその情報を感知しその部分を自動的にVフェー
ド／カット処理します。
ただし、再生フェード選択（No.727）がAUTOの
場合に限ります。

<ノート>
O再生フェード選択（No.727）がCUTの場合、す
べての繋ぎ目がCUTになります。

O再生フェード選択（No.727）がFADEの場合、す
べての繋ぎ目がVフェードします。

編集点の繋ぎ方の選択（セットアップメニュー
No.311、312）がCUTの場合

オーディオ信号A

編集の繋ぎ目でノイズが出ます。

オーディオ信号B

編集点の繋ぎ方の選択（セットアップメニュー
No.311、312）がFADEの場合

オーディオ信号A

瞬間的にVフェードにして、ノイズを消します。

オーディオ信号B



68

音声の記録チャンネルとモニター出力の選択

音声の記録チャンネル

AUDIOのセットアップメニューにより、以下のよう
に音声を選択できます。

記録トラック

CH1

記　録　信　号

CH1入力／CH2入力／CH1入力＋CH2入力

CH2 CH1入力／CH2入力／CH1入力＋CH2入力

CH3 CH3入力／CH4入力／CH3入力＋CH4入力

CH4 CH3入力／CH4入力／CH3入力＋CH4入力

CUE
CH1入力／CH2入力／CH1入力＋CH2入力／
CH3入力／CH4入力／CH3入力＋CH4入力／
CH1入力＋CH2入力＋CH3入力＋CH4入力

モニター出力チャンネル

AUDIO MON SEL（L/R）ボタンとAUDIO MON
SEL（MIX）ボタンにより、以下のように選択できま
す。

モニタ－出力

L

出　力　信　号

CH1／CH2／CH3／CH4／CH1＋CH2／
CH3＋CH4／CH1＋CH3／CH2＋CH4／
CUE

R
CH1／CH2／CH3／CH4／CH1＋CH2／
CH3＋CH4／CH1＋CH3／CH2＋CH4／
CUE

回路板
F1基板（AUDIO）

スイッチNo. 設定目的

SW100 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH1のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW101 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH2のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW200 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH3のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

SW201 AUDIO INPUT IMPEDANCE SW
CH4のAUDIO入力インピーダンスを設定しま
す。

HIGH/600Ω

　　　　 は、工場出荷モードです。

SW101

SW100

SW201

SW200
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A B C D E F G H

2 アウターメンバーのブラケットをラックに取りつ
けます。
左右の高さが同じであるかを確認してください。

3 左右のサイドパネルを取り付けている、フロント
側のネジ4本を外します。

4 取り外したネジ4個で、ラックマウントアダプタ
ーAJ-MA75Pを取り付けます。

1 スライドレールのインナーメンバーを取り付けま
す。
ネジ止め位置は、下図を参照してください。

本機はラックマウントアダプタAJ-MA75P（別売品）
をご使用になりますと19インチ標準ラックマウント
に組み込むことができます。
取りつけレールは、摂津金属工業株式会社製18イン
チレール（品番 C-305-18）とブラケット（品番
RBA2-35）を使用することをお勧めします。
詳しくは購入店にご相談ください。

ラックマウント

<ノート>
O使用するネジには、長さの制限があります。
（B、H：10 mm、F：6 mm）

O左（L）側も対称の位置で取り付けてください。
Oインナーメンバーは、片側3個ずつ（計6個）
のネジで止めてください。

Oサイドパネルには、アルファベットの刻印はあ
りません。

インナーメンバ－

インナーメンバ－右（R）側のネジ止め位置
ラックマウントアダプター

5 本機底面のゴム足（4か所）を外し、本機をラッ
クに取り付けます。
取り付け完了後、レールの上でスムーズに移動で
きることを確認します。

EIAJ標準ラック

固定ネジでラックに固定して
ください。

<ノート>
Oラック内の温度は5℃～40℃に保ってください。
OVTRを引き出したときにラックが倒れないように、
ラックをしっかりと床にボルトで固定してくださ
い。
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本機には、自動的にヘッドの汚れを軽減するオートヘ
ッドクリーニング機能が付いていますが、より信頼性
を高めるために、適時ビデオヘッドを清掃することを
お勧めいたします。

なお、具体的なクリーニング方法については、サービ
ス会社または、販売会社にご相談ください。

ビデオヘッドクリーニング

露つきが起こるのは、暖房された部屋の窓ガラス一面
に水滴（露）がつくのと同じ原理です。
本機やテープを温度・湿度差の大きいところに移動し
たときに起こります。
O湯気が立ちこもる湿度の多いところや、暖房した直
後の部屋へ移動したとき。

O冷房されているところから急に温度・湿度の高いと
ころへ移動したとき。

このようなところへ移動したときは、すぐ電源を入れ
ずに10分程度放置したままでお待ちください。
もし、本機に結露が発生したときは、カウンター表示
部に“E-20”が点滅表示し、カセットテープは自動
的に排出されます。

そのまま、電源を入れた状態で“E-20”の点滅表示
が消えるまでお待ちください。

結露

お手入れ前には、電源スイッチをOFFにし、必ず電
源プラグを持ってコンセントから抜いてください。
キャビネットの清掃は、柔らかい布で行ってください。
汚れのひどいときは、台所用洗剤をうすめ、布に浸し
て固く絞ってふきます。
汚れを拭き取ったのち、乾いた布で仕上げを行ってく
ださい。

<ノート>
アルコール、ベンジン、シンナーなどの溶剤は使用し
ないでください。外装部品表面が変色したり、塗装が
落ちたりする原因になります。

お手入れについて

メカニズム上部の防塵プレート

ネジ
防塵プレート
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本機にワーニングが発生すると、カウンター表示部に
エラー番号を表示します。
ダイアグメニューを開くとカウンタ表示部、モニター
テレビにその内容を表示します。また、本機の動作に
異常が発生すると、カウンター表示部にエラー番号を
点滅表示します。

ダイアグメニュー

VTRの情報を表示します。
VTRの情報にはワーニング情報、アワーメータ（使
用時間）情報、UMID情報があります。
モニターテレビとリアパネルのVIDEO OUT 3/SDI
OUT 3端子と接続している場合は、モニターテレビ
にダイアグメニューが出ます。

$ダイアグメニューの表示

エラーメッセージ

1 DIAGボタンを押します。
モニターテレビにダイアグメニューの画面が表示
され、カウンター表示部にメッセージがそれぞれ
表示されます。

2 サーチボタンを押す毎に、「WARNING」5
「HOURS METER」5「UMID INFO」5…と表
示が切り替わります。

3 再度DIAGボタンを押すと、もとの表示に戻りま
す。

$ワーニング情報の表示
Oワーニング発生時は、ワーニングメッセージを表示
します。
ワーニングが発生していない場合は、「NO
WARNING」を表示します。

O複数のワーニングが発生している場合は、サーチダ
イアルを回すと各内容を確認することができます。

ON POWER

REMOTE SUPER REC INH TCG MODE
ON

OFF

DVCPRO 50

EJECT

SEARCHTCCUEVIDEOASSEMCOUNTER

CH 1 CH 2 CH 3 CH 4

PF 1 PF 2 PF 3 PF 4

RESET

PLAYER RECORDER SET

TC PRESET MENU PF

STAND BY

EDIT

A OUT

OUTIN SET

A INPREROLLAUTO EDIT
PREVIEW/
REVIEWINPUT SELECTMETER

AUDIO MON SELAUDIO MIXHEADPHONES

AUDIO VOL SEL

VIDEO

CH 1

ENC
VIDEO
LEVEL

CONTROL
REMOTE PRESET

MANUALLOCAL

RMIX
1&2
CH1/3

PULL

CH2/4 REC CH1/3

CH1/3 CH2/4 REC CH2/4

3&4
L CH 2 CH 3 CH 4

AUDIOFULL/FINE

RECPLAY

REW FF
SHIFT

PULL

STOP

INSERT

PUSH

DVCPRO

DV

2X

OFF

REC

PB

UNITY

VAR

ON

OFF

INT

EXT

TAPE

EE

XL/L/M-cassette

SHTL

JOG

SLOW

CHROMA
LEVEL PRESET

MANUAL

SET UP
BLK PRESET

MANUAL

PRESET REGEN

PRESET

REC RUN

FREE RUNMANUAL

HUE TC DIAGCHROMA PH

1•3

2
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$アワーメータ情報の表示
サーチダイヤルを回すと、カーソル（2）が移動し、
カーソルのある項目の内容をカウンター表示部に表示
します。

<ノート>
Oアワーメータ情報のリセット可能な項目は、メンテ
ナンスを行った場合等に販売店によりリセットしま
す。

Oダイアグメニュー表示中は、サーチボタンおよびサ
ーチダイヤルによる操作はできなくなります。

セットアップメニューNo,008（DISPLAY SEL）で
T&S&Mが選択されている場合、ワーニングまたはエ
ラー発生時、モード表示部にメッセージを表示します。
複数発生時は、優先順位の高いものが表示されます。

エラーメッセージ（つづき）

No./項目 設定内容

Ser

222222222

デッキのシリアルNo.を表示します。

$UMID情報の表示
E-Eモードのときは、入力信号にUMID情報が存在し
ているときに表示します。
テープ再生時は、テープ上にUMID情報が記録されて
いるときに表示します。
UMID情報が存在しないときは、「NO-INFO」を表示
します。

項目 表示と内容

MATNO 素材番号

COPY インスタンス番号（コピー回数）

OWNR 国名、組織名、ユーザー名

POS 海抜、経度、緯度、記録時におけるGPS衛星
からの受信状態
HOLD：GPS衛星からの信号を受信できない。
2D： 受信衛星数が少ない。海抜情報の精度

が出ない。
3D： GPS衛星からの受信が良好。

DATE 日付

TIME UTC（協定世界時：Coordinated Universal
Time）とUTCとの時間差

優先順位 表示と内容

高い

低い

エラーメッセージ（エラーメッセージ表参照）
本機の動作に異常が発生すると、カウンター表示部
にエラー番号を点滅表示し、エラーメッセージを表
示します。

INT SG
INPUT SELECTボタンで入力信号にSGを選択し
ている場合に、RECボタンまたはEDITボタンを押
すと（E-Eモード）、開始2秒間表示されます。
編集の開始時2秒間も同様に表示されます。

NO INPUT
アナログオーディオを除き、INPUT SELECTボタ
ンにより選択されている端子に入力信号がない場合
に、RECボタンまたはEDITボタンを押すと（E-E
モード）、開始2秒間表示されます。編集の開始2
秒間も同様に表示されます。

ワーニングメッセージ（エラーメッセージ表参照）
本機にワーニングが発生すると、カウンター表示部
にエラー番号を表示し、ワーニングメッセージを表
示します。
複数のワーニングが発生している場合は、優先順位
の高いものを表示します。

H00

OPERATION

電源が投入されている時間を1時間単位で表示
します。

H01

DRUM RUN

ドラムが回転している時間を1時間単位で表示
します。

H02

TAPE RUN

FF、REW、PLAY、SEARCH（JOG、
SLOW、SHTL）REC、EDITモード時（ただ
し、JOG、SLOW、SHTL STILLは除く）に、
テープが走行している時間を1時間単位で表示
します。

H03

THREADING

スレッティング（ローディング）／アンスレッ
ティング（アンローディング）の回数を1回単
位で表示します。

H04

F LOADING

フロントローディングの動作回数を1回単位で
表示します。

H05

LCD ON

液晶モニターの点灯時間を1時間単位で表示し
ます。

H14

F LOADINGr

フロントローディングの動作回数を1回単位で
表示します。
（リセット可能）

H15

LCD ONr

液晶モニターの点灯時間を1時間単位で表示し
ます。
（リセット可能）

H11

DRUM RUNr

ドラムが回転している時間を1時間単位で表示
します。
（リセット可能）

H13

THREADINGr

スレッティング（ローディング）／アンスレッ
ティング（アンローディング）の回数を1回単
位で表示します。（リセット可能）

H30

POWER ON

電源が投入された回数を 1回単位で表示しま
す。

H12

TAPE RUNr

FF、REW、PLAY、SEARCH（JOG、
SLOW、SHTL）REC、EDITモード時（ただ
し、JOG、SLOW、SHTL STILLは除く）に、
テープが走行している時間を1時間単位で表示
します。（リセット可能）
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ワーニングメッセージ

エラーメッセージ（つづき）

優先順位
O表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

高い

低い

E-01 (LOW RF)
再生、記録、編集時にエンベレベルが通常の約１/3
の状態を1秒以上検出した場合に表示します。
VTR：動作継続
Oビデオヘッドクリーニングを行ってください。

E-02 (HIGH ERROR RATE)
エラーレートが悪化し、ビデオ／オーディオのいず
れかの再生信号に修整／補間がかかった場合に表示
します。
VTR：動作継続
Oビデオヘッドクリーニングを行ってください。

E-00 (SERVO NOT LOCKED)
再生、記録、編集時、サーボが3秒以上外れた場合
に表示します。
VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
NTSC方式以外で記録されたテープが挿入されて
いる可能性があります。

E-10 (FAN STOP)
ファンモーターが停止した場合に表示します。
VTR：動作継続
Oファンに異物が入っていないか確認してくださ
い。

E-09 (NO RF)
再生時、テープのブランク部分を1秒以上検出した
場合に表示します。
下記の条件を全て満たしたとき、ブランク部分とし
て認識します。
O全てのヘッド出力がない。
O再生データが読み取れない。
OCTLがない。（ただしDV/DVCAMテープを除
く。）

VTR：動作継続
Oテープを確認してください。
記録されていないテープが挿入されている可能性
があります。

E-38

SERVO FG
ERROR

本機の電源を入れたときに、EJECT状態で行
うリールとキャプスタンの回転自動調整が正常
に行われなかった場合、エラー番号が点滅しま
す。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

エラーメッセージ

表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

E-29

FRONT LOAD
MOTOR

EJECTモードに移行し6秒経過してもカセッ
トアップしない場合、エラー番号が点滅します。
<ノート>
カセット挿入後、6秒経過してもカセットダウ
ンにならない場合、EJECTモードに移行しま
す。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-20

DEW

結露を検出した場合、エラー番号が点滅し
EJECTモードへ移行します。EJECT後、結露
を除去するためにドラムが回転します。
結露が解除されるとエラー表示が消え、VTRは
使用可能となります。
OEJECTモードで結露を検出すると、その時
点でドラムが回転します。

Oカセットが挿入されているときに結露を検出
すると、ドラムの回転を止め、EJECT後に
ドラムが回転します。

VTR：EJECT
O電源を入れた状態でお待ちください。

E-31

LOADING
MOTOR

アンローディング動作が6秒以内に完了しない
場合、エラー番号が点滅します。
<ノート>
ローディング動作が 6秒以内に完了しない場
合、EJECTモード（アンローディングモード）
へ移行します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-37

SERVO COMM
ERROR

サーボマイコンが10秒経過しても、システム
コントロールマイコンの指示に従わない場合、
エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-35

SERVO
CONTROL
ERROR

サーボマイコンからの応答が 1秒以上ない場
合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-51

FRONT LOAD
ERROR

ローディング途中（ハーフポジション）の終始
端処理動作で、巻き取り側リールが一定時間空
回りした場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。
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表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

E-78

SVDR COMM
ERROR

サーボドライブ基板とサーボマイコンの通信に
異常があった場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-69

T REEL
TORQUE ERR

Tリールモータに異常トルクがかかっているこ
とを検出した場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-70

S REEL
TORQUE ERR

Sリールモータに異常トルクがかかっているこ
とを検出した場合、もしくは、電流検出抵抗に
異常電流が流れていることを検出した場合、エ
ラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-71

CAP TENSION
ERROR

キャプスタンモードでS側テンション異常を検
出した場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-72

REEL TENSION
ERROR

リールモードでS側テンション異常を検出した
場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-73

REEL DIR
UNMATCH

巻取り側のリールモータが逆転した場合、エラ
ー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-74

DRUM TORQUE
ERROR

シリンダモータに異常トルクがかかっているこ
とを検出した場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

本機を再起動してもエラーメッセージが表示する場
合は、お買い上げの販売店にご相談ください。

E-55

UNLOAD
ERROR

アンローディング時テープを巻き取らなかった
場合、エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-53

WINDUP
ERROR

テープ総量検出後、テープ走行中、巻き取り側
リールのテープ巻き取り量と、送り出し側リー
ルのテープ送り出し量が、異常に異なった場合、
エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-52

W-UP REEL
NOT ROTA

カセット挿入後、テープ総量未検出状態でテー
プ走行中、テープ巻き取り側リールがテープを
巻き取っていない場合、エラー番号が点滅しま
す。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

エラーメッセージ

エラーメッセージ（つづき）

表示
O内容
OVTRの動作と対処方法

E-57

S-FF/REW
TIMEOVER

終始端処理動作が終了しない場合、エラー番号
が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-67

T REEL ROTA
TOO FAST

Tリールモータの回転数が異常に低い場合、エ
ラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-60

DRUM ROTA
TOO FAST

シリンダモータの回転数が異常に高い場合、エ
ラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-59

DRUM ROTA
TOO SLOW

シリンダモータの回転数が異常に低い場合、エ
ラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-61

CAP ROTA
TOO SLOW

キャプスタンモータの回転数が異常に低い場合、
エラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。

E-64

S REEL ROTA
TOO FAST

Sリールモータの回転数が異常に高い場合、エ
ラー番号が点滅します。
VTR：停止
OPOWERスイッチをOFF 5 ONにしてくだ
さい。
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RS-232Cインターフェースを使用することにより、
コマンドによるVTR操作が可能になります。
（78、79ページのコマンド一覧をご参照ください。）

$RS-232Cインターフェースからのコマン
ド受け付け条件
OフロントパネルのREMOTEボタン：

リモートモード（点灯）
Oセットアップメニュー No. 204（RS232C
SEL）：
ON

上記条件が成立していない場合は、外部に対して
[ACK]＋[STX] ER001 [ETX]の返答を行いま
す。[ACK] の返信をするかしないかは、セット
アップメニュー項目No.209「RETURN ACK」
の設定に従います。

ハードウェア仕様

外部インターフェース仕様

RS-232Cインターフェース

O端子仕様
コネクター：
D-SUB 25ピン（クロスケーブル対応）

Oコントローラ（PC）との接続例
（D-SUB 25ピン　クロスケーブルを使用）

ピンNo. 信　号 内　　容

1 FG 保安用接地（フレームグランド）

2 RXD 受信データ（PCへデータを送信す
る）

3 TXD 送信データ（PCからデータを受信
する）

4 CTS 送信可（5番ピンと短絡）

5 RTS 送信要求（4番ピンと短絡）

6 DTR データ端末レディ（未処理）

7 SG 信号用接地（信号用GND）

20 DSR データ・セット・レディ（通信可能
状態後正電圧出力）

PC側
（D-SUB 25ピン） VTR側

FG
TXD
RXD
RTS
CTS
DSR
SG
DTR

1
2
3
4
5
6
7
20

FG
RXD
TXD
CTS
RTS
DTR
SG
DSR

1
2
3
4
5
6
7
20

（D-SUB 9ピン-25ピン　クロスケーブルを使用）

PC側
（D-SUB 9ピン） VTR側

RXD
TXD
DTR
SG
DSR
RTS
CTS

2
3
4
5
6
7
8

FG
RXD
TXD
CTS
RTS
DTR
SG
DSR

1
2
3
4
5
6
7
20
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ソフトウェア仕様（プロトコル）

1. 通信条件

RS-232Cインターフェース（つづき）

通信方式 調歩同期式・全二重

通信速度 300/600/1200/2400/4800/9600

ビット長 7bit/8 bit

ストップビット 1 bit/2 bit

パリティビット NONE/ODD/EVEN

ACKコード 返信する/返信しない
<ノート>
ACKコードとは、コントローラー側から正
常なデータの送信があった場合、VTR側から
コントローラーに対して返信するコードのこ
とです。

　　　　 は、工場出荷モードです。

通信条件 セットアップメニュー項目

通信速度 No.205 BAUD RATE

ビット長 No.206 DATA LENGTH

ストップビット No.207 STOP BIT

パリティビット No.208 PARITY

ACKコード No.209 RETURN ACK

設定の変更は、下記のセットアップメニュー項目で変
更できます。

2. 送信フォーマット
[コントローラ（PC）5 VTR]

$ データフォーマット

[STX] [command] [:] [data] [ETX]
02h XX XX XX 3Ah XX.....XX 03h

20H<XX<7FH
(XX=ASCIIコード：記号、数字、英大文字)

[command]：
コマンド識別子 (3バイト) です。
コマンドとして3バイトの識別子（ASCII コー
ド：記号、数字、英大文字）を送信します。

[ : ]：
コロンは、コマンドとデータとの区切りを意味す
るコードです。

[data]：
必要なバイト数のデータ（ASCII コード：記号、
数字、英大文字）を付け加えることができます。

$ コントローラからの送信手順概略

1送信コマンドは、STX（START OF TEXT =
02h）で始まります。次に続くCOMMANDによ
りコマンドの識別を行い、必要に応じてデータを付
け加えます。
最後にETX（END OF TEXT = 03h）で終了しま
す。

2新たに別のコマンドを送信する場合は、VTRから
の応答を待ってから送信します。（78ページ参照）

3ETXを送信する前に再度STXを送信すると、VTR
側の内部受信データバッファはクリアされます。コ
マンドエラーをコントローラへ返信し、再度受信し
たSTXを先頭として、新たにデータ処理を行いま
す。
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RS-232Cインターフェース（つづき）

3. 返信フォーマット
[VTR 5コントローラ（PC）]

コマンド指示に対して、次の応答を行います。必要に
応じて複数の応答を行うこともあります。

$ 通信が正常終了した場合
1. 受信完了メッセージを返信します。

[ACK]
06h

2. 実行完了メッセージを返信します。
[STX] [command] [data] [ETX]

02h XX XX XX XX.....XX 03h

[command]：
返信するメッセージ（データ）または、実行完了
のメッセージ識別子です。

[data]：
返信するデータです。省略が可能です。

example:
送信コマンド 返信メッセージ（データ）
[STX] OPL [ETX] 5 [ACK] [STX] OPL [ETX]

$ 通信が異常終了した場合

[NACK]
15h

$ 間違ったデータまたはVTRに異常があり処理でき
ない場合
1. 受信完了メッセージを返信します。

[ACK]
06h

2. エラーコードを返信します。
[STX] [E R N1 N2 N3 ] [ETX]

02h エラーコード 03h

4. エラーコード一覧

ER001：無効コマンド
O未対応コマンド受信
Oコマンド実行エラー

ER002：パラメータエラー
ER102：VTR モードエラー

（フロントローディングモータ）
ER103：VTR モードエラー

（ローディングモータ）
ER104：VTR モードエラー

（ドラム、キャプスタン系）
ER105：VTR モードエラー（リール系）
ER106：VTR モードエラー（テンション系）
ER108：VTR DEW エラー
ER1FF ：VTR システムエラー
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RS-232Cインターフェース（つづき）

5. コマンド一覧

$ 動作制御（Operation）関連コマンド

<ノート>
O返信（完了）メッセージは、データ受信時に
[ACK] を返信し、その後返信する実行メッセー
ジのみを記載しています。

O下記表に記載されていないコマンドについては、
[ACK] を返信後にER001（無効コマンド）を
返信します。

VTR操作 送信コマンド

STOP [STX] OSP [ETX] 45 [STX] OSP [ETX]

テープ走行を停止するコマンドです。

返信（完了）
メッセージ

STANDBY
OFF

[STX] OBF [ETX] 45 [STX] OBF [ETX]

VTRをスタンバイOFFにするコマンドです。

STANDBY
ON

[STX] OBN [ETX] 45 [STX] OBN [ETX]

VTRをスタンバイONにするコマンドです。

VTR操作 送信コマンド

SHTL
FORWARD

[STX] OSF:data [ETX]45 [STX] OSF [ETX]

正方向シャトルのコマンドです。
data = n：speed data

0：STILL
1：×0.03
2：×0.1
3：×0.2
4：×0.5
5：×1
6：×1.85
7：×4.1（×3.1）
8：×9.5
9：×16
A：×32

<ノート>
O×16倍速と×32倍速は、セットアップメニ
ューNo.101（SHTL MAX）の設定により異
なります。

O( ) 表示は、DV/DVCAMテープ時の速度で
す。

返信（完了）
メッセージ

SHTL
REVERSE

[STX] OSR:data [ETX]45 [STX] OSR [ETX]

逆方向シャトルのコマンドです。
data = n：speed data

0：STILL
1：×0.03
2：×0.1
3：×0.2
4：×0.43（×0.5）
5：×1
6：×1.85
7：×4.1（×3.1）
8：×9.5
9：×16
A：×32

<ノート>
O×16倍速と×32倍速は、セットアップメニ
ューNo.101（SHTL MAX）の設定により異
なります。

O( ) 表示は、DV/DVCAMテープ時の速度で
す。

EJECT [STX] OEJ [ETX] 45 [STX] OEJ [ETX]

カセットテープをイジェクトするコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニュ
ーNo.105（AUTO EE SEL）およびNo.111
（FRZ MODE SEL）の設定により異なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くださ
い。

PLAY [STX] OPL [ETX] 45 [STX] OPL [ETX]

再生を開始するコマンドです。

REWIND [STX] ORW [ETX] 45 [STX] ORW [ETX]

テープを巻き戻すコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニュ
ーNo.105（AUTO EE SEL）の設定により異
なります。
最高速度は、セットアップメニュー No.102
（FF. REW MAX）の設定により異なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くださ
い。

FAST
FORWARD

[STX] OFF [ETX] 45 [STX] OFF [ETX]

テープを早送りするコマンドです。
出力画および音声の状態は、セットアップメニュ
ーNo.105（AUTO EE SEL）の設定により異
なります。
最高速度は、セットアップメニュー No.102
（FF. REW MAX）の設定により異なります。
詳細は、各セットアップメニューをご参照くださ
い。

REC [STX] ORC [ETX] 45 [STX] ORC [ETX]

録画を開始するコマンドです。
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RS-232Cインターフェース（つづき）

$ 問い合わせ（Question）関連コマンド

<ノート>
O返信（完了）メッセージは、データ受信時に
[ACK] を返信し、その後返信する実行メッセー
ジのみを記載しています。

O下記表に記載されていないコマンドについては、
[ACK] を返信後にER001（無効コマンド）を
返信します。

VTR操作 送信コマンド

CTL/TC
DATA
REQUEST

[STX] QCD [ETX] 45 [STX] CD data [ETX]

カウンター値を問い合わせるコマンドです。
data = f w gh mm ss ff

f = F
w = S
gh=
CTLのとき：
g = SP (20h) : プラス時

－ (2Dh) : マイナス時
h = 0～9 : 時
TCのとき：
gh = 00～23 : 時

mm = 00～59 : 分
ss = 00～59 : 秒
[525iシステム]
ff = 00～29 : フレーム
[625iシステム]
ff = 00～24 : フレーム

<ノート>
フロント表示モードに合わせて、CTLかTCを返
信します。

返信（完了）
メッセージ

STATUS
REQUEST

[STX] QOP [ETX] 45 [STX] 222 [ETX]

VTRの動作モードを問い合わせるコマンドです。
222 = OEJ : EJECT

OFF : FAST FORWARD
OPL : PLAY
ORC : REC
ORW : REWIND
OSP : STOP（STANDBY ON 含む）
SRS :（IN/OUT）PREROLL
OBF : STAND BY OFF
OSF : SHTL FORWARD
OSR : SHTL REVERSE
OJG : JOG FORWARD/REVERSE
OSW : VAR FORWARD/REVERSE
EAE : AUTO EDIT
EON : EDIT ON（MANUAL EDIT）
EPV : PREVIEW
ERV : REVIEW

ID（機器番号）
REQUEST

[STX] QID [ETX] 45 [STX] data [ETX]

使用機器を問い合わせるコマンドです。
data = AJ-SD965
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コネクターの信号

VIDEO IN

SDI IN
（DIGITAL）

BNC×2、アクティブスルー

Y、PB、PR
（ANALOG）

BNC×3（ボード　オプション）

VIDEO IN BNC×2、ループスルー75Ω終端スイッチ付
（ボード　オプション）

REF VIDEO
IN

BNC×2、ループスルー75Ω終端スイッチ付

AUDIO IN

SDI IN
（DIGITAL）

BNC×2、アクティブスルー

AUDIO IN
（DIGITAL）

BNC×2（CH1/CH2、CH3/CH4）
AES/EBU フォーマット

AUDIO IN
（ANALOG）

XLR×4（CH1、CH2、CH3、CH4）

TIME CODE
IN

XLR×1

AUDIO OUT

SDI OUT
（DIGITAL）

BNC×3

AUDIO OUT
（DIGITAL）

BNC×2（CH1/CH2、CH3/CH4）
AES/EBU フォーマット

AUDIO OUT
（ANALOG）

XLR×4（CH1、CH2、CH3、CH4）

TIME CODE
OUT

XLR×1

MONITOR
OUT

XLR×2（L/R）

HEADPHONES
（フロント）

M3、ステレオ

RS-422A REMOTE（9P）

OREMOTE IN/OUT

VIDEO OUT

SDI OUT
（DIGITAL）

BNC×3

Y、PB、PR
（ANALOG）

BNC×3

VIDEO OUT BNC×3

ピンNo. 信号内容

1 FRAME GROUND

2 TRANSMIT A

3 RECEIVE B

4 RECEIVE COMMON

5 ====

6 TRANSMIT COMMON

7 TRANSMIT B

8 RECEIVE A

9 FRAME GROUND

OREMOTE OUT

ピンNo. 信号内容

1 FRAME GROUND

2 RECEIVE A

3 TRANSMIT B

4 TRANSMIT COMMON

5 ====

6 RECEIVE COMMON

7 RECEIVE B

8 TRANSMIT A

9 FRAME GROUND
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コネクターの信号（つづき）

PARALLEL REMOTE（25P）

ピンNo. 信号内容

1 PLAY COMMAND

2 STOP COMMAND

3 FF COMMAND

4 REW COMMAND

5 REC COMMAND

6 EJECT COMMAND

7 STAND BY COMMAND

8 PREROLL COMMAND

9 IN SET COMMAND

10 ====

11 ====

12 +10V以上、最大300mA

13 PLAY STATUS

14 STOP STATUS

15 FF STATUS

16 REW STATUS

17 REC STATUS

18 EJECT STATUS

19 STAND BY ON STATUS

20 PREROLL STATUS

21 SERVO LOCK STATUS

22 OPERATION ENABLE STATUS

23 ====

24 ====

25 GND

<ノート>
OCOMMANDはTTLレベル、アクティブLOW エ
ッジは100msec以上の電気信号を入力してくだ
さい。

OSTATUSはオープンコレクタ、シンク電流は最大
6mAで出力されます。

ENCODER（15P）

ピンNo. 信号内容

1 ====

2 SET UP/BLACK LEVEL

3 C LEVEL

4 GND

5 ＋9V

6 SYSTEM H PHASE

7 SYS. SC COARSE（2）

8 －9V

9 HUE/CHROMA PHASE

10 VIDEO LEVEL

11 RET GND

12 ====

13 ====

14 SYS. SC FINE

15 SYS. SC COARSE（1）

RS-232C
（D-SUB 25ピン、クロスケーブル対応）

ピンNo. 信　号 内　　容

1 FG 保安用接地（フレームグランド）

2 RXD 受信データ（PCへデータを送信す
る）

3 TXD 送信データ（PCからデータを受信
する）

4 CTS 送信可（5番ピンと短絡）

5 RTS 送信要求（4番ピンと短絡）

6 DTR データ端末レディ（未処理）

7 SG 信号用接地（信号用GND）

20 DSR データ・セット・レディ（通信可能
状態後正電圧出力）
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保証とアフターサービス

故障・修理・お取扱い・メンテナンス
などのご相談は、まず、

お買い上げの販売店
へ、お申し付けください。

お買い上げの販売店がご不明の場合は、当社(裏表紙) までご連絡ください。
※ 内容によりお近くの窓口をご紹介させていただく場合がございますので、ご了承ください。

■保証書(別添付) 
お買い上げ日・販売店名などの記入を必ずお確かめ
の上、お買い上げの販売店からお受け取りください。
内容をよくお読みいただいた上、大切に保存してく
ださい。
万一、保証期間内に故障を生じた場合には、保証書
記載内容に基づき、「無料修理」させていただきま
す。

＊磨耗部品とは、
・ビデオヘッド ・ローラー類
・ピンチローラー ・ヘッド類
・各種ブレーキ ・その他メカ駆動系部品
・モーター

保証期間：お買い上げ日から本体1年間
ただし、下記部品は、保証期間内でも使用時間による保証と
なります。
DVCPROビデオヘッド:1.000 時間
消耗・摩耗部品 :1.000 時間

■補修用性能部品
当社では、デジタルビデオカセットレコーダーの補
修用性能部品を、製造打ち切り後、8年間保有して
います。
※ 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持す
るために必要な部品です。

■定期メンテナンス(保守・点検) 
定期的なメンテナンス(保守・点検) は、お客様が安
心して機器をご使用いただくために、定期的に必要
なメンテナンスを行い、機器の機能を常に良好な状
態に維持するためのものです。
部品の磨耗、劣化、ゴミ、ホコリの付着などによる、
突発的な故障、トラブルを未然に防ぐとともに、安
定した機能、性能の維持のために、定期メンテナン
スのご契約を推奨いたします。

なお、メンテナンス実施の周期、費用につきまして
は、機器のご使用状況、時間、環境などにより変化
します。
定期メンテナンス(有料) についての詳しい内容は、
お買い上げの販売店にご相談ください。

この取扱説明書を再度ご確認の上、お買い上げの販売店までご連絡ください。

◆保証期間中の修理は．．．
保証書の記載内容に従って、修理させて頂きます。詳しくは保証書をご覧ください。

◆保証期間経過後の修理は．．．
修理により、機能、性能の回復が可能な場合は、ご希望により有料で修理させて頂きます。

ご連絡いただきたい内容

修理を依頼されるとき

品　名 デジタルビデオカセットレコーダー

品　番 AJ-SD965

製造番号

お買い上げ日

故障の状況
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【総合】

は安全項目です。

電源 ：AC 100－240V、50/60 Hz
消費電力 ：115W

130W（フルオプション）

動作周囲温度：
5℃～40℃

動作周囲湿度：
10%～80%（結露無し）

質量：
17.5 kg

外形寸法（幅×高さ×奥行き）：
424 mm×175.2 mm×417 mm
（セット足、ジャック、JOGダイヤルを除く）
記録フォーマット：
DVCPRO50/DVCPROフォーマット切り替え

記録ビデオ信号：
525iシステム/625iシステム切り替え

記録オーディオ信号：
DVCPRO50：
48 kHz 16bits 4CH

DVCPRO：
48 kHz 16bits 2CH

記録トラック：
デジタルビデオ・オーディオ：
ヘリカルトラック
タイムコードはサブコード領域に記録

キュー信号：
１トラック

コントロール（CTL）：
１トラック

テープ速度：
[525iシステム]
67.640 mm/秒（DVCPRO50）

[625iシステム]
67.708 mm/秒（DVCPRO50）

記録時間：
50Mbps時
126分（AJ-5P126XG使用時）
92分（AJ-5P92LP使用時）
33分（AJ-5P33MP使用時）

25Mbps時
252分（AJ-5P126XG使用時）
184分（AJ-5P92LP使用時）
66分（AJ-5P33MP使用時）

使用テープ：
メタルテープ

早送り/巻戻し時間：
3分以内（AJ-5P126XG使用時）
2分以内（AJ-5P63LP使用時）
1分以内（AJ-5P33MP使用時）

デジタルスロー：
－0.43～＋0.43、＋0.5、＋0.75倍速
（DVCPRO、DVCPRO50）

編集精度：
±0フレーム（タイムコード使用時）

テープタイマー精度：
±1フレーム（連続CTL信号使用時）

サーボロック時間：
0.5秒以内（カラーフレミング／スタンバイON）

定　格

【ビデオ】
$デジタルビデオ
サンプリング周波数：
Y：13.5 MHz、PB/PR：6.75 MHz
（DVCPRO50）
量子化：
8 bits

ビデオ圧縮方式：
DV-Based Compression（SMPTE 314M）

ビデオ圧縮比率：
DVCPRO50：1/3.3
DVCPRO：1/5

エラー訂正：
リードソロモンプロダクトコード

ビットレート：
DVCPRO50：50 Mbps
DVCPRO：25 Mbps

$デジタル入力/アナログコンポーネント出力
映像帯域：
[525iシステム]
Y ：30 Hz～5.75 MHz（±0.5 dB）
PB/PR ：30 Hz～2.75 MHz（±0.5 dB）

[625iシステム]
Y ：25 Hz～5.75 MHz（±1.0 dB）
PB/PR ：25 Hz～2.75 MHz（±1.0 dB）

S/N比：
60 dB以上（Y）

Kファクター：
1%以下（Y 2T）

Y/PB/PRディレー：
10 nsec以下

$ビデオ入力端子
アナログコンポーネント入力（オプション）：
BNC×3（Y、PB、PR）
Y：1.0 V [p-p]、
PB/PR：0.525/0.757 V [p-p]切り替え、
75Ω、（75%カラーバー、セットアップレベル0%）

アナログコンポジット入力（オプション）：
BNC×2、ループスルー、75Ω ON/OFF

リファレンス入力：
BNC×2、ループスルー、75Ω ON/OFF

SDI入力：
BNC×2、アクティブスルー、
SMPTE259M-C/ITU-R BT.656-4規格に準拠



84

定　格（つづき）

【ビデオ】
$ビデオ出力端子
アナログコンポーネント出力：
BNC×3（Y、PB、PR）
Y：1.0 V[p-p]、
PB/PR：0.525/0.757 V [p-p] 切り替え、
（75%カラーバー、セットアップレベル0%）
アナログコンポジット出力：
BNC×3、ビデオ 1、ビデオ 2（ビデオ／WFM切り替え可）、
ビデオ 3（スーパーON/OFF）

SDI出力：
BNC×3、SDI 1、SDI 2、SDI 3（スーパーON/OFF）
SMPTE259M-C/ITU-R BT.656-4規格に準拠

$ビデオ調整範囲
ビデオ出力ゲイン：
±3 dB

ビデオ出力クロマゲイン：
±3 dB

ビデオ出力HUE（クロマ位相）：
±30°

ビデオ出力セットアップレベル（ブラックレベル）：
±14 IRE（±100mV）

ビデオ出力シンク位相：
±15 μsec

ビデオ出力SC位相：
±180°以上

【オーディオ】
$オーディオ入力端子
アナログ入力（CH1、CH2、CH3、CH4）：
XLR×4、600Ω/ハイインピーダンス切り替え可能
（600Ωで出荷）
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

デジタル入力（CH1/CH2、CH3/CH4）：
BNC×2、AES/EBUフォーマット

SDI入力：
BNC×2、アクティブスルー、
SMPTE272M-A/ITU-R BT.656-4規格に準拠

$オーディオ出力端子
アナログ出力（CH1、CH2、CH3、CH4）：
XLR×4、ローインピーダンス、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

デジタル出力（CH1/CH2、CH3/CH4）：
BNC×2、AES/EBUフォーマット、
75Ω、1.0±0.2 V [p-p]

SDI出力：
BNC×3、75Ω、
SMPTE272M-A/ITU-R BT.656-4規格に準拠

モニター出力：
XLR×2、ローインピーダンス、
＋4/0/－20 dBm切り替え可能

ヘッドホン出力：
M3、ステレオ、8Ω、レベル可変

【その他入出力信号】
タイムコード入力：
XLR×1、0.5～8.0 V [p-p]、10 kΩ

タイムコード出力：
XLR×1、ローインピーダンス、2.0±0.5 V [p-p]

RS-422A入力：
D-sub 9pin、RS-422Aインターフェース

RS-422A出力：
D-sub 9pin、RS-422Aインターフェース

RS-232C：
D-sub 25pin、RS-232Cインターフェース

パラレル入出力：
D-sub 25pin

エンコーダリモート：
D-sub 15pin

この仕様は、性能向上のため変更することがあります。

【オーディオ】
$デジタルオーディオ
サンプリング周波数：
48 kHz（ビデオに同期）

量子化：
16 bits

周波数特性：
20 Hz～20 kHz ±1.0 dB（基準レベルにて）

ダイナミックレンジ：
90 dB以上（1 kHz、エンファシスOFF、“A”weighted）

歪率：
0.05%以下（1 kHz、エンファシスOFF、基準レベル）

クロストーク：
－80 dB以下（1 kHz、2チャンネル間）

ワウ＆フラッター：
測定限界値以下

ヘッドルーム：
20 dB

ディエンファシス：
T1 = 50 μsec、T2 = 15 μsec（ON/OFF 自動切り替え）

$キュートラック
周波数特性：
300 Hz～6 kHz ±3.0 dB（DVCPRO50）



Memo
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